





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































347 105 347 
351 351 107 349 
353 353 108 350 
382 382 285 351 
413 286 352 
423 422 287 354 
427 289 356 
下 下 下
291 357 107 107 107 
179 363 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































IL_  1 〈命
婦
の
め
の
と
〉
の
用
例
〈
命
婦
の
め
の
と
〉
の
用
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
イ
故
関
白
殿
の
御
子
と
い
は
る
L
中
務
大
輔
ち
か
よ
り
の
君
の
萎
の
お
と
う
と
、
俊
速
が
妻
な
り
、
御
乳
母
は
伊
勢
の
守
の
女
ぞ
参
り
た
る
は
、
「
問
題
文
聞
と
-60 -
ロ
今
参
り
た
る
御
乳
母
も
、
い
と
ど
も
の
恥
し
げ
な
り
。
(初
頁
〉
ハ
「
い
づ
ら
、
乳
母
は
」
と
聞
は
せ
給
へ
ば
、
殿
の
御
前
、
「
御
乳
母
は
い
た
く
里
ぴ
、
物
恥
し
て
え
参
り
侍
ら
ざ
め
り
」
(
と
て
〉
、
文
抱
き
率
て
奉
ら
せ
給
ぬ
。
(
測
頁
〉
ニ
又
こ
の
若
宮
の
御
乳
母
の
か
う
ぶ
り
ゆ
ベ
き
事
な
ど
書
き
出
さ
せ
給
て
宮
の
御
前
に
啓
せ
さ
せ
給
。
|
|
若
宮
の
御
乳
母
か
う
ぶ
り
給
は
り
、
近
江
の
内
侍
は
加
階
を
ぞ
せ
さ
せ
給
へ
る
。
汽
湖
東
)
ホ
上
、
「
い
づ
ら
は
、
若
宮
は
」
と
宣
は
す
れ
ば
、
命
婦
の
乳
母
抱
き
奉
り
て
参
る
。
御
剣
弁
の
乳
母
持
て
参
る
。
(紛
真
〉
へ
木
工
頭
に
は
、
こ
の
宮
の
御
乳
母
の
夫
中
務
大
輔
ち
か
よ
り
と
あ
り
し
君
を
、
こ
の
司
召
に
な
さ
せ
給
へ
り
し
か
ば
、
清
涼
殿
を
ば
そ
れ
造
る
。
〈
羽
頁
〉
ト
か
L
る
程
に
、
=
一
月
廿
余
日
に
石
清
水
の
臨
時
祭
に
、
若
宮
の
御
乳
母
、
内
に
え
候
ま
じ
き
事
ゃ
あ
り
け
ん
、
俄
に
出
し
奉
ら
せ
給
。
〈
筋
頁
〉
チ
宮
は
そ
の
院
近
き
程
に
、
讃
岐
守
な
り
ま
さ
の
朝
臣
の
家
に
渡
ら
せ
給
ひ
ぬ
。
枇
杷
ど
の
L
焼
け
し
折
り
の
ま
L
に
、
命
婦
の
乳
母
、
里
よ
り
菊
に
挿
し
て
参
ら
せ
た
り
、
古
ぞ
い
と
ど
恋
し
き
よ
そ
/
¥
に
移
ろ
ふ
色
を
菊
に
つ
け
て
も
」
と
あ
れ
ば
、
弁
の
乳
母
、
返
し
、
菊
の
花
思
の
ほ
か
に
移
ろ
へ
ば
い
と
ど
管
の
秋
ぞ
恋
し
き
。
(
総
頁
)
リ
枇
杷
般
の
み
や
に
は
、
故
院
の
御
笛
を
、
宮
の
権
大
夫
と
あ
る
は
、
源
中
納
言
に
、
「
こ
れ
が
違
ひ
た
る
所
繕
ひ
て
」
と
て
、
預
け
さ
せ
給
へ
り
け
る
を
、
物
の
中
よ
り
取
り
出
で
L
、
「
か
う
/
¥
侍
り
し
を
、
忘
れ
て
い
ま
L
で
参
ら
せ
ず
侍
り
け
る
」
と
て
、
お
前
に
参
ら
せ
給
と
て
、
や
が
て
少
し
う
ち
吹
き
鳴
ら
し
給
う
を
き
L
て
、
命
婦
の
乳
母
、
笛
竹
の
こ
の
世
を
長
く
別
れ
に
し
君
が
L
た
み
の
声
ぞ
恋
し
き
。〈
ω頁
〉
- 61-
ヌ
い
つ
し
か
と
初
雪
降
り
た
れ
ば
、
例
に
も
似
ず
い
と
ど
し
き
を
、
人
/
¥
興
じ
思
ほ
す
に
、
二
位
中
納
言
般
よ
り
一
条
宮
に
、
ふ
り
が
た
く
降
り
た
る
今
朝
の
初
雪
を
見
消
た
ぬ
人
も
あ
ら
せ
て
し
が
な
」
と
あ
れ
ば
、
命
婦
の
乳
母
、
消
え
か
へ
り
珍
し
と
見
る
雪
な
れ
ば
ふ
り
て
も
ふ
り
ぬ
心
地
こ
そ
す
れ
。
(m頁
〉
『栄花物語jの女官名称
ル
一
口
聞
の
宮
の
御
乳
母
三
人
、
加
階
給
は
せ
た
る
な
り
け
り
。
御
使
に
大
宮
よ
り
様
給
は
す
。
又
こ
の
客
人
の
宮
の
御
方
よ
り
、
ぇ
も
い
は
ず
め
で
た
く
て
給
ふ
。
弁
の
乳
母
・
大
夫
の
乳
母
・
中
将
の
乳
母
な
り
。
(閉山支
)
ヲ
昨
日
の
講
師
、
天
竺
の
釈
迦
の
浬
祭
の
所
の
悲
し
み
の
一俣
の
、
今
に
そ
の
あ
た
り
の
砂
子
に
し
み
て
紅
の
色
な
る
心
を
説
き
け
れ
ば
、
命
婦
の
乳
母
の
、
里
よ
り
、
君
恋
ふ
る
涙
の
色
は
そ
の
か
み
の
別
れ
の
庭
も
か
く
ゃ
あ
り
け
ん
」
返
し
、
弁
の
乳
母
、
い
に
し
へ
の
別
れ
の
庭
の
涙
に
も
身
に
し
む
事
は
猶
ぞ
ま
さ
れ
る
」
事
ど
も
多
か
れ
ど
、
え
書
き
続
け
ず
。
〈
制
一員)
ワ
十
六
日
の
月
明
き
に
、
内
侍
の
す
け
、
f栄花物言語jの女官名称
君
が
見
し
月
ぞ
と
お
ぼ
え
ど
慰
ま
ず
別
れ
し
庭
を
憂
し
と
思
へ
ば
」
弁
の
乳
母
、
眺
め
け
ん
月
の
光
を
し
る
べ
に
て
閣
を
も
照
す
影
と
添
ふ
ら
ん
」
中
将
の
乳
母
、
立
ち
の
ぼ
る
雲
と
な
り
に
し
君
放
に
月
ぞ
う
き
世
の
影
と
の
み
見
る
」
五
節
の
君
、
憂
け
れ
ど
も
見
し
面
影
の
恋
し
き
に
今
宵
の
月
を
あ
か
ず
見
る
か
な
(
富
岡
本
「
命
婦
の
乳
母
」
〉
な
ど
て
君
雲
隠
れ
け
ん
か
く
ば
か
り
の
ど
か
に
す
め
る
月
も
あ
る
よ
に
」
少
将
、
さ
や
か
な
る
月
と
は
い
さ
や
見
え
わ
か
ず
た
ど
か
き
曇
る
心
地
の
み
し
て
。
〈
山川
頁〉
〈
命
婦
の
め
の
と
〉
は
、
長
和
二
年
九
月
十
六
日
に
三
条
天
皇
が
土
御
門
第
に
行
幸
し
、
禎
子
内
親
王
と
対
面
し
た
思
賞
の
叙
位
に
あ
ず
か
り
、
従
五
位
下
に
初
叙
さ
れ
て
い
る
〈
ニ〉。
『御
堂
関
白
記
』
同
日
条
に
、
「
従
五
位
下
憲
子
姫
宮
御
乳
母
」
と
記
録
さ
れ
て
い
- 62-
る
の
が
、
そ
の
資
料
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
「
つ
ぼ
み
花
」
巻
の
叙
述
は
、
右
の
史
実
を
正
確
に
反
映
し
て
い
て
、
以
来
、
ホ
チ
リ
ヌ
、
ヲ
、
に
お
い
て
、
彼
女
を
「
命
婦
の
乳
母
」
と
明
記
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
命
婦
は
、
五
位
の
女
官
の
総
称
で
あ
り
、
こ
の
乳
母
が
命
婦
の
官
位
を
有
す
る
こ
と
を
、
端
的
に
示
す
名
称
を
以
て
彼
女
を
指
呼
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
宮
妨
子
が
内
裏
還
啓
し
て
の
ち
、
た
と
え
ば
、
ト
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
る
の
は
、
〈
命
婦
の
め
の
と
〉
が
官
人
と
し
て
内
裏
に
侍
仕
す
る
女
官
で
あ
り
、
触
識
に
よ
り
退
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
身
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
『御
堂
関
白
記
』
長
和
四
年
三
月
十
一
日
の
条
に
、
左
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
、
彼
女
が
服
喪
の
た
め
に
、
退
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
十
一
日
辛
卯
。
初
令
申
文
、
弁
奏
官
奏
。
姫
宮
依
御
乳
母
軽
服
、
出
一
条
給
。
十
二
日
壬
辰
。
|
|
姫
宮
小
南
度
給
。
〈
5
頁
)
へ
の
「
こ
の
宮
の
御
乳
母
の
夫
中
務
大
輔
ち
か
よ
り
と
あ
り
し
君
」
と
い
う
表
現
の
指
掌
す
る
と
こ
ろ
は
、
イ
の
「
問
題
文
甲
」
の
「
故
関
白
般
の
御
子
と
い
は
る
L
中
務
大
輔
ち
か
よ
り
の
君
」
と
照
応
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
問
題
文
甲
」
は
、
「
中
務
大
輔
ち
か
よ
り
の
君
の
妻
」
ま
で
が
、
〈
周
頼
の
つ
ま
〉
を
指
掌
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。〈周
頼
の
つ
ま
〉
『
御
堂
関
自
記
』
長
和
二
年
七
月
二
十
二
日
の
条
に
、
「
今
日
宮
御
乳
母
兼
澄
朝
臣
友
子
診
、
是
周
額
朝
臣
妾
也
、
」〈
m
R)と
見
え
る
。
道
長
の
い
う
「
宮
御
乳
母
」
が
〈
命
婦
の
め
の
と
〉
に
他
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
女
は
、
源
兼
置
の
女
子
で
、
周
頼
の
室
家
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
お
の
ず
か
ら
、
「
宮
の
御
乳
母
の
夫
中
務
大
輔
ち
か
よ
り
と
あ
り
し
君
」
を
、
造
宮
司
の
一
人
と
し
た
と
い
う
へ
の
例
文
の
内
容
と
契
合
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
但
し
、
河
北
騰
著
『
歴
史
物
語
の
世
界
』
に
は
、
右
の
長
和
三
年
二
月
九
日
- 63-
の
内
裏
火
災
に
つ
い
て
、
道
隆
男
の
周
頼
が
、
清
涼
肢
を
造
営
し
た
史
料
の
存
在
し
な
い
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
河
北
は
、
『小
右
記
』
長
和
一
一
一
年
五
月
二
十
四
日
の
記
療
を
精
細
に
分
析
し
て
、
「造
営
の
行
事
や
別
当
と
い
う
役
目
が
、
入
荷
の
別
し
て
任
命
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
よ
う
な
、
憧
れ
の
役
職
で
あ
っ
た
」
こ
と
、
「
突
に
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
や
工
作
が
襲
で
は
行
わ
れ
て
い
る
機
子
も
君
『栄花物語jの女官名称
て
取
れ
る
」
こ
と
を
錫
言
し
、
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。
今
一
人
の
周
頼
は
、
言
う
迄
も
な
く
、
道
隆
の
妾
腹
の
子
で
あ
り
、
道
長
か
ら
見
れ
ば
、
ど
う
も
心
許
せ
な
い
、
い
わ
ば
反
対
派
の
一
人
で
あ
る
。
|
|
広
壮
で
費
用
多
大
の
両
般
会
の
造
営
を
も
し
請
負
わ
せ
、
容
赦
な
く
彼
ら
の
負
担
を
地
犬
さ
せ
る
と
い
う
厳
し
い
方
策
に
道
長
が
出
た
の
な
ら
ば
、
こ
れ
は
頗
る
注
目
に
値
い
す
る
だ
ろ
う
。
l
!こ
の
噴
、
す
で
に
強
大
な
実
力
と
権
勢
を
握
っ
て
、
周
到
な
政
治
体
制
と
い
う
べ
き
も
の
を
確
立
し
て
い
た
道
長
。
そ
の
道
長
の
、
実
際
の
官
僚
周
へ
の
態
度
宏
一示
す
記
事
と
し
て
、
栄
花
物
語
作
者
が
、
特
に
こ
の
記
事
、
つ
ま
り
南
殿
・
清
涼
殿
な
ど
再
建
の
記
事
を
語
っ
て
置
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
、
や
は
り
見
る
所
を
見
、
気
づ
く
所
に
気
づ
い
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
道
長
の
峻
厳
で
な
十
練
B総7E物3語jの女官名称
な
官
僚
統
制
法
と
い
う
も
の
の
、
一
端
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
〈
例
頁
)
本
稿
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
周
頼
は
、
自
分
の
妻
の
〈
命
婦
の
め
の
と
〉
が
、
中
宮
妨
子
所
生
の
今
上
の
皇
女
の
乳
母
で
あ
る
と
い
う
女
縁
に
鎚
っ
て
、
造
宮
司
を
か
ち
と
り
、
昇
進
を
意
図
し
た
も
の
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
造
宮
の
費
用
は
莫
大
で
あ
っ
て
も
、
竣
工
の
暁
に
は
、
見
返
り
と
し
て
の
加
階
、
任
官
の
栄
誉
が
造
宮
司
に
与
え
ら
れ
る
の
が
常
だ
か
ら
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
も
ま
た
、
周
頼
が
造
宮
司
に
任
じ
た
こ
と
を
、
〈
乳
母
の
夫
〉
の
利
点
と
し
て
摘
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
こ
で
は
、
〈命
婦
の
め
の
と
の
夫
で
あ
る
周
頼
〉
と
い
う
把
握
の
仕
方
で
、
周
額
が
登
場
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『尊
卑
分
脈
』
〈
一
の
湖
頁
〉
に
左
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
〈但
し
、
必
要
事
項
の
み
掲
出
。
以
下
問
)。
「→
「→
-64ー
母
加
賞
作
寸
源
皆
無
串
山
k
陽
明
門
続
畑
岬
乳
隠
『左
経
記
』
寛
仁
三
年
九
月
四
日
の
条
に
、
「
公
業
朝
臣
申
云
、
木
工
頭
周
頼
昨
日
死
去
、
依
為
明
日
神
事
、
今
夜
怒
令
退
出
給
、
依
可
有
御
服
也
、
」
(
河
頁
〉
と
記
録
さ
れ
、
周
額
の
逝
去
に
伴
い
、
銭
政
頼
通
が
服
喪
し
た
事
情
が
知
ら
れ
る
。
『御
堂
関
白
記
』
同
年
月
十
一
日
の
条
に
も
、
「
依
娯
政
軽
服
、
停
行
季
、
」
〈
m
R〉
と
見
え
る
。
な
お
、
源
憲
子
が
周
額
の
室
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
「
大
輔
の
め
の
と
」
の
女
官
名
称
が
、
〈
中
務
大
輔
の
つ
ま
〉
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
指
示
し
て
動
か
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
別
の
考
え
方
も
で
き
な
く
は
な
い
。
そ
れ
は
、
〈
命
婦
〉
と
同
様
に
、
五
位
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
表
す
〈
大
夫
〉
の
意
味
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
、
後
宮
女
官
と
し
て
任
官
し
て
い
た
女
性
な
ら
と
も
か
く
、
「
家
の
女
」
が
、
乳
母
と
し
て
↑
初
め
て
出
仕
す
る
に
当
っ
て
、
い
き
な
り
、
五
位
に
叙
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
中
古
の
下
級
官
人
が
、
五
位
に
な
る
こ
と
H
銀
爵
さ
れ
る
こ
と
を
、
ど
ん
な
に
願
つ
て
い
た
か
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
れ
は
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
源
憲
子
が
「
家
の
女
」
で
あ
っ
た
証
鎚
は
な
い
が
、
授
乳
を
主
と
す
る
乳
母
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
女
の
出
入
り
の
行
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
類
推
し
縛
る
の
で
、
叙
爵
は
、
そ
の
た
め
の
破
格
の
処
置
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
〈
大
夫
〉
は
男
性
官
人
に
、
〈
命
婦
〉
は
女
性
官
人
に
使
い
分
け
る
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
が
、
〈
命
婦
の
め
の
と
〉
と
同
じ
意
味
で
、
〈
大
夫
の
め
の
と
〉
と
指
呼
さ
れ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
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源
兼
澄
の
女
子
『
尊
卑
分
脈
』
ハ
三
の
m
R〉
の
源
兼
澄
の
女
子
「
歌
人
号
命
婦
乳
母
」
に
、
「
僚
出
冊
以
守
相
如
女
」
と
見
え
る
の
で
、
〈
命
的
問
の
め
の
『栄花物語jの女官名称
と
〉
の
生
母
は
、
相
如
の
女
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
後
捻
遣
集
』
巻
十
、
京
協
に
、
左
の
よ
う
な
記
名
が
あ
る
。
ち
与
の
み
〈
ま
〉
か
り
に
け
る
い
み
に
よ
み
侍
り
け
る
藤
原
相
如
女
揃
夢
み
す
と
な
け
き
し
人
を
程
も
な
く
又
わ
か
夢
に
見
ぬ
そ
か
な
し
き
此
歌
は
栗
田
左
大
臣
身
ま
か
り
て
後
か
の
家
に
文
の
す
け
ゆ
き
と
の
ゐ
し
て
侍
け
る
に
ゆ
め
な
ら
て
又
も
あ
ふ
へ
き
君
な
ら
は
ね
ら
れ
ぬ
い
を
も
な
け
か
さ
ら
ま
し
と
よ
み
て
〈
み
〉
ま
か
り
に
け
れ
は
か
く
よ
め
る
と
な
ん
い
ひ
っ
た
へ
た
る
相
如
に
つ
い
て
の
右
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
『
栄
花
物
諮
問
』
第
四
「
み
は
て
ぬ
ゆ
め
」
巻
に
、
長
徳
元
年
栗
田
関
白
道
派
が
発
病
し
て
、
相
如
第
へ
方
違
え
を
し
た
が
、
そ
れ
も
空
し
く
莞
じ
、
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
相
如
も
没
し
た
と
し
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
f栄花物穏jの女官名称
:
:
:
栗
田
般
四
月
つ
ご
も
り
に
ほ
か
へ
渡
ら
せ
給
ふ
。
そ
れ
は
出
雲
の
前
司
相
如
と
い
ひ
け
る
人
の
、
年
頃
か
う
の
与
し
ら
せ
給
ふ
関
白
般
に
も
多
ら
で
、
た
x
こ
の
般
を
い
み
じ
き
も
の
に
顧
み
き
こ
え
さ
せ
つ
る
も
の
L
家
な
り
。
中
河
に
左
大
臣
般
近
き
と
こ
ろ
な
り
け
り
。
(附
頁
〉
相
如
は
栗
田
関
白
腹
心
の
家
人
で
あ
っ
た
。
女
子
は
、
「
女
ど
も
」
(m
S
と
複
数
形
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、
右
の
『
後
拾
遺
集
』
歌
人
が
、
〈
命
婦
の
め
の
と
〉
の
母
親
で
あ
る
か
ど
う
か
は
知
ら
れ
な
い
。
〈弁
の
め
の
と
〉
の
用
例
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〈
弁
の
め
の
と
〉
の
用
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
イ
若
宮
の
御
乳
母
今
二
人
多
り
添
ひ
た
り
。
一
人
は
阿
波
守
願
時
の
朝
臣
の
女
、
弁
の
め
の
と
L
い
ふ
。
今
一
人
は
伊
勢
前
司
た
か
L
た
の
朝
臣
の
女
、
中
務
の
め
の
と
L
い
ふ
。
〈
創
頁
〉
ロ
上
、
「
い
づ
ら
は
、
若
宮
は
」
と
宣
は
す
れ
ば
、
命
婦
の
乳
母
抱
き
車
中
り
て
参
る
。
御
剣
弁
の
乳
母
持
て
参
る
。
ハ
m頁
)
ハ
宮
は
そ
の
院
近
き
程
に
、
讃
岐
守
な
り
ま
さ
の
朝
臣
の
家
に
渡
ら
せ
給
ひ
ぬ
。
枇
杷
ど
の
L
焼
け
し
折
り
の
ま
与
に
命
婦
の
乳
母
、
盟
よ
り
菊
に
ほ
押
し
て
参
ら
せ
た
り
、
古
ぞ
い
と
x
恋
し
き
よ
そ
/
¥
に
務
ろ
ふ
色
を
菊
に
つ
け
て
も
」
と
あ
れ
ば
、
弁
の
乳
母
、
返
し
、
惜
別
の
花
思
の
ほ
か
に
移
ろ
へ
ば
い
と
X
管
の
秩
ぞ
恋
し
き
。
〈
m
R〉
ニ
一
条
の
宮
に
は
、
御
前
の
桜
の
遅
き
事
を
、
御
前
よ
り
は
じ
め
移
り
、
心
も
と
な
が
り
立
は
す
れ
ば
、
土
御
門
の
御
く
し
げ
殿
、
咲
き
咲
か
ず
お
ぼ
つ
か
な
し
ゃ
桜
花
ほ
か
の
見
た
ら
ん
人
に
問
は
X
や
」
弁
の
乳
母
、
大
方
の
桜
も
知
ら
ず
こ
れ
を
た
X
待
つ
よ
り
ほ
か
の
事
し
な
け
れ
ば
。
(
俗
資
〉
ホ
弁
の
乳
母
そ
の
頃
里
に
ま
か
づ
る
に
、
一二
条
の
院
の
前
を
渡
れ
ば
、
木
高
か
り
し
訟
の
梢
も
少
し
色
変
り
て
心
地
よ
げ
な
る
に
、
築
地
に
は
何
と
な
き
も
の
L
繁
く
這
ひ
か
L
り
た
れ
ば
、
い
み
じ
う
あ
は
れ
に
て
、
品
目
思
ひ
出
ら
れ
て
、
小
侍
従
の
君
さ
と
に
あ
る
に
い
ひ
に
や
る
。
車
止
め
た
る
程
も
す
き
ん
¥
し
う
お
か
し
、
品
目
見
し
松
の
楠
は
そ
れ
な
が
ら
務
は
門
を
さ
し
て
け
る
か
な
」
返
事
、
小
侍
従
君
、
君
な
く
て
荒
れ
ま
き
り
つ
L
葎
の
み
さ
す
べ
き
か
ど
L
思
ひ
か
け
き
や
」
あ
は
れ
な
り
。
ハm
悩頁
〉
へ
一
ロ
聞
の
宮
の
御
乳
母
三
人
、
加
階
給
は
せ
た
る
な
り
け
り
。
御
使
に
大
宮
よ
り
禄
給
は
す
。
又
こ
の
客
人
の
宮
の
御
方
よ
り
、
ぇ
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も
い
は
ず
め
で
た
く
て
給
ふ
。
弁
の
乳
母
・
大
夫
の
乳
母
・
中
将
の
乳
母
な
り
。
〈
m頁
〉
ト
ま
こ
と
や
、
弁
の
乳
母
の
姪
こ
そ
は
今
日
や
が
て
大
人
に
な
さ
せ
給
へ
ば
、
般
ば
ら
な
ど
参
り
集
り
給
ぬ
れ
ば
、
ま
づ
中
宮
大
夫
肢
は
、
大
盤
所
の
方
よ
り
入
ら
せ
給
て
、
装
の
腰
結
は
せ
給
け
り
。
「
問
題
文
乙
」
f栄:a物語』の女官名称
チ
昨
日
の
講
師
、
天
竺
の
釈
迦
の
浬
換
の
所
の
悲
し
み
の
涙
の
、
今
に
そ
の
あ
た
り
の
砂
子
に
し
み
て
紅
の
色
な
る
心
を
説
き
け
れ
ば
、
命
婦
の
乳
母
の
、
里
よ
り
、
君
恋
ふ
る
涙
の
色
は
そ
の
か
み
の
別
れ
の
庭
も
か
く
ゃ
あ
り
け
ん
」
返
し
、
弁
の
乳
母
、
い
に
し
へ
の
別
れ
の
庭
の
涙
に
も
身
に
し
む
ゅ
は
猶
ぞ
ま
さ
れ
る
」
事
ど
も
多
か
れ
ど
、
え
き
続
け
ず
。
(川
口
)
り
十
六
日
の
月
明
き
に
、
内
侍
の
す
け
、
君
が
見
し
月
ぞ
と
お
ぼ
え
ど
慰
ま
ず
別
れ
し
庭
を
憂
し
と
思
へ
ば
」
弁
の
乳
母
、
眺
め
け
ん
月
の
光
を
し
る
べ
に
て
閣
を
も
照
す
影
と
添
ふ
ら
ん
」
中
将
の
乳
母
、
f栄花物語jの女官名称
立
ち
の
ぼ
る
雲
と
な
り
に
し
君
放
に
月
ぞ
う
き
世
の
影
と
の
み
見
る
」
五
節
の
君
、
憂
け
れ
ど
も
見
し
面
影
の
恋
し
き
に
今
宵
の
月
を
あ
か
ず
見
る
か
な
(富
岡
本
「
命
婦
の
乳
母
」
〉
な
ど
て
君
雲
隠
れ
け
ん
か
く
ば
か
り
の
ど
か
に
す
め
る
月
も
あ
る
ょ
に
」
少
将
、
さ
や
か
な
る
月
と
は
い
さ
ぞ
見
え
わ
か
ず
た
ど
か
き
曇
る
心
地
の
み
し
て
。
(測
頁
〉
ヌ
御
諦
経
に
装
束
ニ
領
な
り
。
例
の
御
装
束
に
、
又
あ
ま
の
御
装
束
、
昼
の
に
て
せ
さ
せ
給
へ
り
。
こ
の
御
装
束
を
見
て
、
内
侍
の
す
け
、か
け
て
だ
に
思
か
け
き
や
唐
衣
か
た
み
に
な
み
だ
か
け
ん
も
の
と
は
」
返
し
、
弁
の
乳
母
、
花
に
の
み
染
め
し
挟
を
う
ち
か
へ
し
一俣
の
か
L
る
色
ぞ
悲
し
き
。
(川
頁
〉
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ル
院
崩
せ
さ
せ
給
て
、
源
三
位
の
御
許
に
、
皇
后
〈宮
〉
の
弁
乳
母
、
あ
は
れ
君
い
か
な
る
野
辺
の
霞
に
て
空
し
き
空
の
雲
と
な
る
ら
ん
」
返
し
思
ひ
や
れ
同
じ
煙
に
交
じ
り
な
で
立
ち
後
れ
た
る
春
の
霞
を
。
〈術
頁
)
ヲ
そ
の
四
月
祭
の
目
、
葵
に
つ
け
て
、
下
り
さ
せ
給
へ
る
斎
院
に
、
女
院
の
中
納
言
の
典
侍
、
去
年
の
今
日
か
く
や
祈
り
し
抽
仰
山
に
つ
み
し
葵
の
か
け
ま
く
も
惜
し
」
返
し
、
皇
后
宮
の
弁
の
乳
母
、
か
け
ま
く
は
か
し
こ
し
と
こ
そ
祈
り
し
か
は
か
な
か
り
け
る
襲
撃
か
な
。
(ω頁
)
〈
弁
の
め
の
と
〉
は
、
イ
に
よ
れ
ば
、
里
第
土
御
門
第
に
お
け
る
出
産
を
了
え
て
、
中
宮
妨
子
が
内
裏
へ
還
啓
す
る
頃
、
新
た
に
参
上
し
た
こ
名
の
乳
母
の
う
ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
索
姓
に
つ
い
て
は
、
「
阿
渡
守
順
時
の
朝
臣
の
女
」
で
あ
る
と
い
う
。
『栄
花
物
語
』
の
物
語
る
と
こ
ろ
は
そ
れ
だ
け
で
あ
る
が
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
に
つ
い
て
は
、
『弁
乳
母
集
』
と
い
う
家
集
が
残
さ
れ
て
お
り
、
『酋寸
卑
分
脈
』
に
も
そ
の
所
生
の
男
子
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
先
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
本
資
料
の
検
討
『尊
卑
分
脈
』
の
記
載
間
γ
〈
願
時
の
む
す
め
〉
ま
ず
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
が
、
「
阿
渡
守
順
時
の
朝
匿
の
女
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
尊
卑
分
脈
』
合一
の
期
以
)
に
左
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
衡
|
ト
光
lh願坦
時質
守
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忠中
輔警
右
に
、
順
時
に
つ
い
て
、
「
加
賀
守
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
『
小
右
記
』
長
和
元
年
、
二
年
に
「
前
加
賀
守
」
と
見
え
る
。
し
た
f栄花物語』の女官名称
が
っ
て
、
『尊
卑
分
脈
』
の
記
載
が
正
し
く
、
『
栄
花
物
語
』
が
「
阿
披
守
」
と
し
た
の
は
、
一
応
、
誤
伝
と
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
願
時
に
、
任
阿
波
守
の
経
歴
の
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
勅
撰
集
に
は
、
「
弁
乳
母
」
と
記
名
さ
れ
た
二
十
九
首
の
詠
歌
が
入
集
し
て
い
て
、
『
新
修
作
者
部
類
』
に
、
「
弁
乳
母
陽
明
門
院
御
乳
母
。
加
賀
守
藤
原
顕
時
女
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
藤
原
顕
時
」
は
、
保
元
、
平
治
の
頃
に
参
議
と
な
っ
た
人
物
が
い
る
が
、
も
と
よ
り
、
時
代
が
ず
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
願
時
の
誤
記
と
見
る
ベ
き
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
『
国
司
補
任
』
の
安
房
園
の
項
に
よ
れ
ば
、
「前
向
寸
従
五
位
上
大
江
時
機
」
の
手
に
な
る
、
克
仁
四
年
正
月
十
究
臼
付
炎
状
〈
「
統
文
粋
第
六
」
)
に
、
「
延
喜
以
来
公
文
勘
済
の
国
守
平
公
雅
・
大
江
遠
兼
・
小
槻
忠
信
・
複
致
節
・
藤
原
願
時
」
と
あ
る
旨
が
見
f栄花物語jの女官名称
え
る
。
究
和
元
年
の
項
に
「
前
守
漉
致
節
」
と
見
え
、
長
和
元
年
の
項
に
「
大
江
時
棟
正
月
廿
七
日
任
」
と
見
え
る
の
で
、
「
藤
原
願
時
」
は
、
ほ
ぼ
、
一
条
朝
に
は
、
〈
前
安
房
守
〉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
が
、
「
阿
波
守
順
時
の
朝
臣
の
女
」
と
い
う
所
伝
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
乙
〈
顕
綱
の
母
〉
さ
て
、
禎
子
内
親
王
の
〈
弁
の
め
の
と
〉
の
婚
姻
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『尊
卑
分
脈
』
(
一
の
純
真
〉
の
次
の
記
載
で
あ
る
。
正
四
下
道
網
|
|
兼
経
l
l
顕
綱
|
|
家
通
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血
剛
弁
乳
母
加
賀
内
寸
願
酷
吋
女
緩
和
五
六
サ
七
卒
七
十
五
自主
郡安
寛ば
仁
ー 〆ヘ
一弁
告の
円め
の
兼 L
経。
ヵ: 十主
完道
歳綱
で男
非兼
参経
議の
の妻
従宇= 7工
的つ
にて
在璽
12 
23 
見に
岬女
五畦
23 
1白白 、ー
字生
内 f';"
銅な
宝モ
生
誕し
のか
し
茎な
~'>'が
ZE R 
に
は
、
わ
ず
か
十
四
歳
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
知
ら
れ
る
。
常
識
的
に
い
え
ば
、
そ
の
〈
兼
経
の
つ
ま
〉
が
、
乳
母
に
ふ
さ
わ
し
い
年
齢
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
、
顕
綿
に
つ
い
て
は
、
没
年
の
康
和
五
年
に
享
年
七
十
五
と
見
え
、
長
元
二
年
の
生
誕
と
推
算
で
き
る
。
な
お
、
顕
綱
の
没
年
は
、
萩
谷
朴
編
著
『
平
安
朝
歌
合
丸
町
一
一四
九
「
長
治
元
年
五
月
サ
六
日
左
近
衛
梅
中
将
俊
忠
歌
合
」
の
「
成
立
名
称
」
に
、
顕
綱
の
子
女
の
服
喪
と
い
う
観
点
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
長
治
元
年
五
月
二
十
六
日
以
後
、
お
そ
ら
く
、
嘉
承
二
年
四
月
十
六
日
か
ら
八
月
五
日
ま
で
の
間
で
あ
ろ
う
ー
と
論
定
さ
れ
て
い
る
。
享
年
を
そ
の
ま
ま
と
し
て
考
え
れ
ば
、
生
年
を
さ
ら
に
繰
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
顕
綱
の
生
母
が
、
顕
綱
生
誕
当
時
、
三
十
余
歳
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
長
和
二
年
に
は
十
六
、
七
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
〈
顕
綱
の
母
〉
が
、
夫
兼
経
よ
り
年
長
で
あ
っ
た
と
想
定
す
れ
ば
、
〈
顕
綱
の
母
〉
が
、
禎
子
内
親
王
の
乳
母
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
可
能
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
兼
経
男
顕
綱
の
生
母
と
い
う
所
伝
の
正
誤
を
、
年
齢
の
上
か
ら
断
定
す
る
に
足
る
だ
け
の
材
料
は
な
い
。
一
詠
歌
年
次
の
最
下
限
と
こ
ろ
で
、
『
後
拾
遺
集
』
巻
十
四
、
恋
四
に
、
左
の
よ
う
に
見
え
る
。
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意
暦
二
年
内
裏
歌
合
に
よ
め
る
弁
乳
母
前
こ
ひ
す
と
も
な
み
た
の
色
の
な
か
り
せ
は
し
は
し
は
人
に
し
ら
れ
さ
ら
ま
し
萩
谷
朴
編
著
『平
安
朝
歌
合
大
成
』
二
O
三
「
承
暦
二
年
四
月
廿
八
日
内
裏
歌
合
」
に
、
右
の
歌
は
、
「
十
五
番
恋
、
右
勝
、
越
前
守
f栄花物語jの女官名称
家
道
朝
臣
」
と
見
え
る
。
『
後
拾
遺
集
』
の
「
弁
乳
母
」
と
、
「
歌
合
」
の
「
家
道
(
通
〉
」
と
、
詠
者
は
、
ど
ち
ら
の
所
伝
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
萩
谷
間
書
「
構
成
内
容
」
に
は
、
『尊
卑
分
脈
』
の
記
載
に
従
い
、
顕
綱
の
生
母
で
あ
る
「
弁
乳
母
」
が
、
孫
に
当
る
顕
綱
男
家
通
の
た
め
に
代
作
を
し
た
も
の
が
、
右
の
歌
合
の
歌
で
あ
る
と
解
説
さ
れ
て
い
る
ハ澗
頁
)
。
承
麿
二
年
に
顕
綱
は
五
十
歳
、
家
通
は
二
十
三
歳
で
あ
る
。
顕
綱
の
生
母
「弁
乳
母
」
は
、
長
和
二
年
ハ一
O
二一一)
禎
子
内
親
王
の
乳
母
と
な
っ
た
時
を
、
乳
母
の
最
小
限
の
若
さ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
十
五
歳
と
仮
定
し
て
み
れ
ば
、
八
十
歳
に
は
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
年
記
の
明
白
な
「
弁
乳
母
」
の
詠
歌
の
最
下
限
は
、
こ
の
白
河
天
皇
の
承
暦
二
年
ハ
一
O
七
八
)
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
抑
え
て
お
き
た
い
。
[栄花物言語jの女官名称
長
保
二
年
の
〈弁
の
め
の
と
〉
四
「弁
乳
母
」
と
「新
少
将
公
信
」
『
権
記
』
長
保
二
年
正
月
二
日
の
条
に
、
看
過
し
得
な
い
資
料
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
成
が
、
東
宮
居
貞
親
王
の
御
所
に
伺
候
し
た
時
、
東
宮
の
側
近
に
、
「
弁
乳
母
」
が
い
た
の
で
あ
っ
た
。
一
一目
、
庚
辰
、
l
l次
詣
右
府
、
参
内
、
於
女
御
庁
曹
司
有
界
港
事
、
次
参
東
宮
、
新
少
将
取
弁
乳
母
額
櫛
、
帰
宅
、
(
川
真
〉
右
に
見
え
る
「
弁
乳
母
」
は
、
少
な
く
と
も
、
東
宮
な
い
し
、
東
宮
の
御
下
の
乳
母
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
新
少
将
」
は
、
為
光
男
の
公
信
で
あ
る
。
長
保
元
年
九
月
二
十
四
日
任
お
少
将
、
源
方
理
が
左
少
将
に
転
じ
た
あ
と
を
襲
っ
た
。
「
弁
乳
母
」
は
、
公
信
と
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並
々
な
ら
ぬ
契
緑
が
あ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
一
般
に
、
或
る
人
物
に
密
接
な
縁
が
あ
る
女
性
と
い
え
ば
、
母
親
、
姉
、
書
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
公
信
の
母
は
、
一
条
摂
政
伊
予
の
二
女
で
あ
り
、
姉
は
、
つ
ま
り
、
太
政
大
臣
為
光
の
女
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
高
貴
な
女
性
が
「
弁
乳
母
」
と
し
て
出
仕
し
て
い
た
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
お
の
ず
か
ら
、
妻
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
母
親
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
妻
の
母
親
を
想
定
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
は
一
応
、
措
い
て
お
く
。〈額
に
櫛
を
揖
押
す
〉
方
は
、
た
と
え
ば
、
伊
勢
斎
宮
の
群
行
に
際
し
、
天
皇
が
能
け
と
し
て
斎
王
の
額
に
摘
を
挿
し
与
え
る
儀
式
が
あ
る
が
、
〈
顧
の
櫛
を
取
る
〉
方
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
う
か
。
二
人
の
間
に
、
夫
婦
の
語
ら
い
の
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
よ
く
判
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
長
保
二
年
と
い
う
時
点
に
、
東
宮
の
側
近
に
、
「弁
乳
母
」
が
い
た
の
で
あ
る
。
禎
子
内
親
王
生
誕
の
十
三
年
前
に
当
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
長
保
二
年
(
一
0
0
0〉
に
東
宮
御
所
に
い
た
「
弁
乳
母
」
と
、
長
元
二
年
(
一
O
二
九
〉
生
れ
の
顕
綱
の
生
母
で
あ
る
〈
弁
の
め
の
と
〉
と
が
、
同
一
女
性
で
あ
り
得
る
は
ず
は
な
い
。
長
保
二
年
に
乳
俗
で
あ
っ
た
女
性
は
、
長
元
二
年
に
は
、
優
に
、
四
十
余
歳
を
超
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
承
底
二
年
に
孫
家
通
の
歌
合
の
出
詠
歌
を
代
作
し
た
時
は
、
百
蔵
を
越
え
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
り
に
、
長
保
二
年
に
東
宮
御
所
に
い
た
「弁
乳
母
」
が
、
禎
子
内
親
王
の
乳
母
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
〈
顕
綱
の
母
〉
は
別
の
〈弁
の
め
の
と
〉
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
と
い
う
名
称
は
、
親
仁
親
王
H
後
冷
泉
天
皇
の
乳
母
で
あ
る
紫
式
部
の
般
の
賢
子
に
も
冠
せ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
反
対
に
、
〈
顕
綱
の
母
〉
が
す
な
わ
ち
、
禎
子
内
親
王
の
〈
弁
の
め
の
と
〉
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
長
保
二
年
に
東
宮
御
所
に
い
た
「
弁
乳
母
」
は
、
別
人
の
乳
母
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
こ
と
は
極
め
て
簡
単
な
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
問
題
は
、
そ
の
「
弁
乳
母
」
が
公
信
と
の
並
々
な
ら
ぬ
契
縁
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
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こ
こ
で
、
ゆ
く
り
な
く
も
、
総
説
の
五
に
掲
げ
た
、
「
問
題
文
乙
」
が
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
万
寿
二
年
正
月
二
十
三
日
皇
太
后
研
子
大
饗
の
条
に
、
「
ま
こ
と
や
、
弁
の
乳
母
の
姪
こ
そ
は
今
日
や
が
て
大
人
に
な
さ
せ
給
」
と
見
え
て
い
た
記
述
で
あ
る
。
着
裳
の
儀
に
、
腰
結
い
を
務
め
た
の
は
、
「
中
宮
大
夫
」
の
為
光
男
斉
臼
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
公
信
の
異
母
兄
に
他
な
ら
な
い
。
禎
子
内
f栄7E~語j の女官名称
親
王
の
〈
弁
の
め
の
と
〉
が
、
限
時
の
女
子
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
姪
は
、
〈
願
時
の
子
女
の
む
す
め
〉
に
相
当
す
る
わ
け
で
あ
る
。
い
か
な
る
資
格
が
あ
っ
て
、
そ
の
着
裳
の
儀
を
、
皇
太
后
知
子
の
大
饗
の
行
わ
れ
る
日
に
、
そ
の
〈
妨
子
の
御
所
〉
で
挙
行
す
る
こ
と
が
容
認
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
を
進
め
て
く
る
と
、
ど
う
し
て
も
、
『権
記
」
が
記
録
し
た
、
「
弁
乳
母
」
の
額
の
櫛
を
「
新
少
将
公
信
」
が
取
っ
た
と
い
う
情
景
を
想
起
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
「
弁
乳
母
」
と
「新
少
将
公
信
」
が
夫
婦
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
公
信
の
兄
弟
の
斉
信
の
女
子
は
、
「
弁
乳
母
」
の
義
理
の
姪
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
着
裳
し
た
の
は
、
斉
信
の
女
子
で
あ
り
、
父
親
で
あ
る
斉
信
が
腰
結
い
を
務
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
腰
結
い
を
務
め
る
斉
信
は
為
光
二
男
、
異
母
弟
で
あ
る
六
男
公
f栄花物語jの女官名称
信
を
猶
予
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
公
信
は
、
『
公
卿
補
任
』
長
和
二
年
に
三
十
七
裁
で
任
参
議
と
見
え
る
。
長
保
二
年
新
少
将
の
時
期
に
は
、
二
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
室
家
で
あ
っ
た
「
弁
乳
母
」
は
、
そ
の
前
後
の
年
齢
と
推
測
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
公
信
は
、
万
寿
三
年
五
月
十
五
日
従
二
位
権
中
納
言
で
義
去
し
、
享
年
五
十
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
『小
右
記
』
正
麿
元
年
十
二
月
二
十
六
日
の
条
に
、
左
大
将
済
時
の
女
子
二
名
の
着
裳
の
儀
が
、
左
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
儀
式
は
、
諸
公
卿
参
列
の
も
と
、
済
時
第
で
挙
行
さ
れ
、
や
が
て
、
東
宮
居
貞
親
王
妃
と
な
っ
た
城
子
の
腰
結
い
を
、
父
済
時
が
務
め
、
敦
道
親
王
室
と
な
っ
た
こ
女
に
は
、
大
納
言
朝
光
が
奉
仕
し
た
。
理
髪
を
泰
仕
し
た
「
良
典
侍
」
は
、
円
融
天
皇
の
乳
母
で
あ
る
典
侍
従
三
位
良
山
今
美
子
に
他
な
ら
な
い
。
サ
六
日
、
丁
卯
、
|
|
今
夜
左
大
将
女
二
人
着
裳
、
依
懇
切
命
参
詣
耳
、
按
察
大
納
言
・
民
部
卿
・
藤
中
納
言
・
左
衛
門
督
・
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春
宮
大
夫
・
右
兵
衛
門
督
・
兵
部
卿
・
大
蔵
卿
・
修
理
権
大
夫
・
左
大
弁
間
以
詣
向
、
太
娘
腰
主
人
結
、
ニ
娘
腰
按
察
納
言
結
云
々
、
良
典
侍
理
髪
云
々
、
(純一良〉
五
『大
鏡
』
の
所
伝
と
こ
ろ
で
、
『大
鏡
』
第
一
巻
「
帝
紀
」
一
一
条
天
皇
に
、
天
皇
が
禎
子
内
親
王
と
対
面
す
る
情
景
が
、
左
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
一二
条
上
皇
は
、
寛
仁
元
年
五
月
九
日
に
崩
御
し
た
の
で
、
右
の
対
面
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
、
遅
く
と
も
、
寛
仁
元
年
の
こ
と
で
あ
り
、
禎
子
内
親
王
は
、
五
歳
未
稀
で
あ
っ
た
。
一
品
宮
の
L
ぼ
ら
せ
給
け
る
に
、
弁
の
め
の
と
の
御
と
も
に
さ
ぶ
ら
ふ
が
、
さ
し
ぐ
し
を
左
に
さ
a
ふ
れ
た
り
け
れ
ば
、
「
あ
ゅ
よ
、
な
ど
く
し
は
あ
し
く
さ
し
た
る
ぞ
」
と
こ
そ
お
ほ
せ
ら
れ
け
れ
。
〈臼
貰
)
三
条
天
皇
は
眼
疾
を
患
い
、
失
明
同
様
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
時
々
は
見
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
、
皇
女
の
一
口
間
宮
被
子
内
親
王
が
、
「
弁
の
め
の
と
」
を
御
供
と
し
て
参
上
し
た
時
、
櫛
を
左
に
挿
し
て
い
る
の
は
何
故
か
と
い
ぶ
か
し
が
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
に
見
え
る
「
弁
の
め
の
と
」
が
、
禎
子
内
親
王
の
三
名
の
乳
母
の
中
の
一
人
で
あ
る
〈
弁
の
め
の
と
〉
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
だ
ろ
ぅ
。
し
か
も
、
こ
の
時
、
三
条
天
皇
と
の
対
面
の
場
に
随
行
し
た
の
が
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
前
掲
の
『権
記
』
長
保
二
年
正
月
二
日
の
条
に
、
東
宮
居
貞
親
王
の
側
近
に
侍
仕
し
て
い
た
、
「新
少
将
公
信
」
に
額
の
櫛
を
与
え
た
「
弁
乳
母
」
と
の
密
接
な
関
係
の
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
ず
に
は
措
か
な
い
の
で
あ
る
。
の
後
宮
に
レ
た
「弁
乳
母
」
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
や
・で
あ
る
。
母
后
郷
子
は
、
禎
子
内
親
王
の
乳
母
と
し
て
、
「
た
ど
よ
つ
ま
り
、
禎
子
内
親
王
の
〈
弁
の
め
の
と
〉
は
、
居
貞
親
王
そ
人
の
新
し
か
ら
ん
を
」
と
ひ
た
す
ら
意
図
し
た
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
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長
保
二
年
と
い
う
時
点
に
お
い
て
、
東
宮
の
御
子
は
、
教
明
親
王
(
正
勝
五
年
生
〉
と
教
儀
親
王
〈長
徳
三
年
生
〉
|
|
但
し
、
親
王
宣
下
は
、
と
も
に
寛
弘
八
年
|
|
の
二
人
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
弁
乳
母
」
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
乳
母
で
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
が
、
禎
子
内
親
王
生
誕
の
長
和
二
年
に
は
、
す
で
に
、
乳
母
の
必
要
期
間
で
あ
る
十
三
年
を
終
了
し
て
い
た
計
算
に
な
る
。
「
弁
乳
母
」
が
、
f栄花物語』の女官名称
た
と
え
、
済
時
女
械
子
所
生
の
皇
子
の
乳
母
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
皇
子
が
今
上
の
皇
子
で
あ
り
、
現
在
、
坊
が
ね
と
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
か
ら
、
中
宮
印
刷
子
が
、
こ
れ
を
招
請
す
る
の
を
跨
賭
す
る
理
由
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
授
乳
を
旨
と
す
る
乳
母
で
は
な
く
、
い
わ
ば
、
養
育
責
任
者
と
い
う
て
い
の
乳
母
と
し
て
で
あ
る
。
な
お
、
『大
鏡
』
第
一
巻
「
裏
書
」
に、
「M
W
弁
乳
母
事
陽
明
門
院
御
乳
母
加
賀
守
藤
原
願
時
女
母
肥
後
守
紀
教
経
女
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
出
自
が
明
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
量
す
る
と
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
の
母
親
が
、
後
宮
女
官
で
あ
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
『尊
卑
分
脈
』
(
四
の
m頁
〉に
は
、
「
紀
長
谷
雄
|
|
淑
行
|
|
敦
経
ハ肥
前
守
、
筑
前
守
従
五
下
〉
」
と
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
『栄花物語jの女官名弥
そ
こ
で
、
紀
氏
の
女
性
と
い
う
点
か
ら
求
め
る
と
、
『
小
右
記
』長
和
二
年
六
月
二
十
三
日
の
条
に
、
教
明
親
王
の
叙
一
回
聞
と
向
日
に、
「紀
昭
子
」
が
従
四
位
上
に
叙
位
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。
一
口
問
敏
明
親
王
従
四
位
上
従
四
位
上
紀
昭
子
同
日
〈
川
瓦
)
右
の
「
紀
昭
子
」
は
、
四
位
の
典
侍
と
目
さ
れ
る
の
で
、
あ
る
い
は
、
『時
明
集
』
〈
『
桟
宮
本
鐙
谷
」
〉
に
、
「
き
の
な
い
し
」
と
見
え
る
と
こ
ろ
に
充
当
し
得
る
か
も
知
れ
ず
、
三
条
天
皇
の
乳
母
で
あ
る
蓋
然
性
は
高
い
と
思
う
が
、
詳
し
く
は
別
稿
に
譲
る
。
長
和
四
年
・
寛
仁
二
年
の
〈弁
の
め
の
と
〉
.品目
J、
叙
従
五
位
上
と
聴
禁
色
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長
和
四
年
九
月
二
十
日
三
条
天
空
は
、
車
内
裏
「
枇
杷
般
」
か
ら
、
新
造
内
裏
へ
選
挙
し
た
の
で
、
宮
司
や
女
官
が
恩
貨
の
加
階
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
。
『
小
右
記
』
に
、
「
正
五
位
下
藤
|
輝
子
同
捜
子
従
五
位
上
藤
教
子
同
時
子
同
亮
子
源
和
子
」
〈沌
真
〉
と
見
え
る
こ
と
と
、
『
御
堂
関
白
記
』
に
、
「
正
五
位
下
子
子
、
是
故
一
条
太
政
大
臣
御
女
子
等
也
、
教
子
・時
子
、
是
姫
宮
御
乳
母
、
亮
子
・
和
子
、
是
家
人
名
人
也
、
」
(
笥
一
良
〉
と
見
え
る
こ
と
を
突
き
合
わ
せ
る
と
、
綾
子
内
親
王
の
乳
母
が
、
「
藤
原
教
子
」
と
「
藤
原
時
子
」
の
名
を
持
つ
こ
と
が
判
明
す
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
〈
命
婦
の
め
の
と
〉
の
姓
名
は
、
「
源
憲
子
」
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
宕
の
姓
名
の
う
ち
ど
ち
ら
か
が
、
〈弁
の
め
の
と
〉
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
彼
女
は
、
円
n
v
い
ず
れ
、
教
良
親
主
の
乳
母
の
問
題
に
か
か
る
も
の
と
な
る
。
長
和
四
年
九
月
に
叙
従
五
位
上
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
四
箇
月
後
、
長
和
五
年
正
月
二
十
九
円
に
三
条
天
宮
は
譲
位
し
、
後
一
条
天
阜
の
御
代
と
な
っ
た
が
、
後
一
条
英
阜
が
元
服
し
た
の
は
、
翌
々
年
寛
仁
二
年
正
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
三
月
七
日
に
は
、
道
長
三
女
尚
侍
威
子
の
入
内
の
こ
と
が
あ
り
、
戚
子
は
、
四
月
二
十
八
日
に
女
御
と
な
っ
た
。
さ
て
、
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
十
月
二
十
四
日
の
条
に
、
「
姫
宮
御
乳
母
弁
候
御
率
後
、
被
免
禁
色
、
」
ハ
加
賀
〉
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
禎
子
内
親
王
の
乳
母
の
一
人
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
が
、
禁
色
を
聴
さ
れ
て
、
こ
の
日
土
御
門
第
か
ら
、
「
枇
杷
殿
」
第
へ
還
御
す
る
皇
太
后
統
子
(と
禎
子
内
親
王
〉
に
随
従
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
十
六
日
に
、
土
御
門
第
に
お
い
て
、
威
子
が
中
宮
に
冊
立
さ
れ
る
と
、
二
十
一
日
に
皇
太
后
妨
チ
が
土
御
門
第
に
行
啓
し
、
二
十
二
日
に
は
、
後
一
条
天
皇
の
行
幸
誕
び
に
、
太
皇
太
后
彰
子
と
東
宮
教
良
親
王
の
行
啓
が
あ
っ
た
の
で
、
道
長
は
、
天
皇
、
東
宮
、
三
后
御
同
座
の
光
栄
に
浴
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る
望
月
の
絶
頂
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
二
十
二
日
の
条
に
は
、
「
此
聞
東
泉
渡
殿
三
后
有
御
対
面
、
見
者
感
悦
多
端
、
姫
宮
同
御
、
母
H
・女
三
位
同
参
候
、
我
心
地
不
覚
有
生
者
也
、
難
尽
言
語
、
未
曽
有
事
也
、
」
〈
限一良
〉
と
苦
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
道
長
の
深
甚
な
充
足
感
の
根
源
に
、
「
姫
宮
」
と
「女
三
位
」
の
存
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在
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
文
章
で
あ
る
。
『小
右
記
』
同
月
十
六
日
立
后
の
条
に
は
、
「
一
家
立
三
后
、
+木
曽
有
、」
〈
日
貞
)
と
記
録
さ
れ
た
が
、
単
に
、
一ニ
后
並
立
に
留
ま
る
限
り
、
そ
の
栄
光
は
、
や
が
て
消
滅
の
時
を
迎
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
次
代
の
后
が
ね
の
女
子
路
子
を
、
さ
ら
に
そ
の
次
々
代
の
后
が
ね
の
皇
女
禎
子
内
親
王
を
擁
す
る
以
上
、
道
長
の
栄
光
は
限
り
な
く
継
続
す
『栄花物語jの女官名称
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
〈
弁
の
め
の
と
〉
が
禁
色
を
臆
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
土
御
門
第
か
ら
の
帰
途
の
頃
で
あ
り
、
「
母
。
候
御
姫
宮
御
乳
母
弁
候
御
事
後
、
被
免
禁
色
、
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
は
、
禎
子
内
親
王
を
抱
い
た
祖
母
源
倫
子
と
、
同
率
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
五
に
掲
げ
た
『大
鏡
』
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
併
せ
て
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
が
、
一
一
名
の
乳
母
の
中
で
、
重
い
位
置
を
占
め
て
い
る
ら
し
い
事
情
が
窺
わ
れ
る
。
「中
納
言
典
侍
」
と
「越
後
の
弁
」
I栄花物語jの女官名称
七
〈忠
輔
の
む
す
め
の
中
納
言
の
君
〉
こ
こ
で
、
禎
子
内
親
王
の
〈
弁
の
め
の
と
〉
の
生
涯
と
、
或
る
種
の
関
係
を
有
す
る
と
目
さ
れ
る
こ
名
の
女
官
に
つ
い
て
、
『栄
花
物
語
』
の
記
述
す
る
と
こ
ろ
を
見
て
お
き
た
い
。
一
人
は
、
順
時
の
兄
弟
忠
輔
の
娘
で
あ
り
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
に
は
従
姉
妹
に
当
る
「
中
納
言
典
侍
」
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
、
同
様
に
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
と
指
呼
さ
れ
た
、
紫
式
部
の
娘
の
賢
子
で
あ
る
。
『栄
花
物
語
』
第
八
「
は
つ
は
な
」
巻
に
、
寛
弘
四
年
二
月
道
長
が
、
御
績
詣
り
の
前
精
進
を
始
め
よ
う
と
す
る
記
事
が
あ
る
。
イ
二
月
に
な
り
て
、
と
の
ム
御
前
御
獄
精
進
は
じ
め
さ
せ
給
は
ん
ず
る
に
、
「
四
五
月
に
ぞ
さ
ら
ば
参
ら
せ
給
ベ
き
。
猶
秩
山
な
ん
よ
く
侍
る
」
な
ど
人
/¥
申
て
、
御
精
進
延
べ
さ
せ
給
て
、
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よ
ろ
づ
慎
ま
せ
給
。
あ
ふ
ぎ
の
中
納
言
と
い
ふ
人
の
家
に
ぞ
出
で
さ
せ
給
け
る
。
(
抑
頁
)
右
に
「
あ
ふ
ぎ
の
中
納
言
」
と
指
呼
さ
れ
て
い
る
の
が
、
忠
輔
で
あ
る
。
そ
の
忠
輔
の
女
子
は
、
「中
納
言
」
を
女
官
名
称
と
す
る
典
侍
で
あ
っ
た
。
参
議
正
三
位
忠
輔
の
任
権
中
納
言
は
、
寛
弘
二
年
六
月
十
九
日
で
、
時
に
、
六
十
二
歳
で
あ
る
。
忠
輔
の
女
子
が
初
出
仕
し
た
の
が
、
そ
れ
以
後
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
女
官
名
称
が
「
中
納
言」
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
類
推
で
あ
る
。
彼
女
が
、
兵
衛
督
公
成
の
室
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
第
三
十
一「
殿
上
の
花
見
」
巻
に
見
え
て
い
る
。
但
し
、
『尊
卑
分
脈
』
に
は
全
く
記
裁
が
見
ら
れ
な
い
。
ロ
兵
衛
督
は
滋
野
井
に
女
君
一
所
生
ま
せ
給
へ
り
け
る
は
、
大
夫
肢
の
上
子
に
し
奉
ら
せ
給
て
い
み
じ
く
か
し
づ
き
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
。
我
は
中
宮
の
御
乳
母
子
に
、
宮
の
内
侍
と
て
か
た
ち
な
ど
め
や
す
か
り
け
る
人
を
い
み
じ
く
お
.
ほ
し
て
我
も
と
に
迎
へ
な
ど
し
て
も
の
し
給
け
る
。
(初
頁
〉
ハ
斎
院
に
遂
に
姫
君
定
ら
せ
給
ぬ
れ
ば
、
帝
・
后
お
ぼ
し
騒
が
せ
給
こ
と
限
り
な
し
。
こ
の
頃
は
こ
と
ム
¥
な
く
二
所
の
御
中
に
(
山
詞
)
お
は
し
ま
す
。
十
月
に
御
袴
著
せ
奉
ら
せ
給
。
:
:
:
御
乳
母
は
雅
通
の
舟
渡
中
将
の
女
の
権
中
納
言
の
君
、
あ
ふ
ぎ
の
中
納
言
の
女
中
納
言
の
内
侍
の
す
け
、
兵
衛
督
の
北
方
に
な
り
た
る
宮
の
内
侍
也
。
年
頃
候
ひ
け
る
侍
従
の
君
と
て
、
か
た
ち
な
ど
い
と
よ
く
て
、
内
侍
な
る
ぞ
候
ひ
け
る
。
(
紛
貰
)
ニ
中
納
言
の
す
け
、
丹
波
中
将
の
君
の
候
ふ
べ
き
に
て
あ
り
つ
る
を
、
か
与
れ
ば
中
納
言
す
け
ぞ
、御
剣
な
ど
取
り
て
乗
り
給
。
・
富
の
内
侍
は
兵
衛
督
迎
へ
給
ふ
つ
L
、
さ
ら
に
参
ら
せ
給
は
ず
。
〈
哨
副
賞
〉
ハ
は
、
中
宮
威
子
所
生
の
後
一
条
第
二
皇
女
馨
子
内
親
王
に
つ
い
て
、
長
元
四
年
十
月
二
十
九
日
に
着
袴
の
儀
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
同
十
二
月
十
六
日
に
賀
茂
斎
院
に
ト
定
さ
れ
た
こ
と
、
御
乳
母
の
中
に
、
「
中
納
言
典
侍
」
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
一一は、
馨
子
内
親
王
が
、
乳
母
の
中
で
、
「
侍
従
の
君
」
と
指
呼
さ
れ
る
内
侍
に
馴
れ
て
い
た
の
で
、
「
中
納
言
典
侍
」
は
御
剣
を
捧
持
し
て
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従
っ
た
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
十
二
「
詩
合
」
巻
に
、
長
元
七
年
正
月
二
十
二
日
仁
寿
般
に
お
い
て
内
宴
が
催
さ
れ
、
中
宮
威
子
の
陪
膳
を
奉
仕
し
た
の
は
、
「
中
納
言
典
侍
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ホ
正
月
サ
日
の
程
に
内
宴
あ
る
べ
け
れ
ば
、
こ
と
ム
¥
な
く
蔵
人
の
有
様
・
か
た
ち
の
事
を
、
人
に
す
ぐ
れ
て
と
お
ぼ
し
め
す
。
御
『栄花物語jの女官名称
ま
か
な
ひ
は
斎
院
の
御
乳
母
の
中
納
言
の
す
け
仕
ま
つ
り
給
ベ
し
。
(
綿
頁
〉
そ
も
そ
も
、
「
中
納
言
典
侍
」
は
、
中
宮
威
子
の
〈
乳
母
子
〉
で
あ
っ
た
〈
ロ)。
つ
ま
り
、
生
母
で
あ
る
〈
忠
輔
の
つ
ま
〉
は
威
子
の
乳
母
を
務
め
た
女
性
で
あ
っ
た
。
威
子
の
乳
母
と
し
て
は
、
「
少
納
言
の
め
の
と
」
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
忠
輔
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
「
兼
安
・
実
任
の
御
母
」
と
指
呼
さ
れ
る
乳
母
は
、
も
と
よ
り
、
忠
輔
と
は
繋
が
ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
「
中
納
言
典
侍
」
は
、
中
宮
威
子
の
〈
乳
母
子
〉
で
あ
り
、
同
時
に
、
中
宮
内
侍
を
務
め
て
い
た
。
そ
れ
は
、
あ
た
か
も
、
皇
太
后
餅
子
に
つ
レ
て
、
乳
母
の
「
中
務
典
侍
高
子
」
の
娘
が
、
中
宮
内
侍
か
ら
、
皇
太
后
内
侍
を
務
め
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
と
同
断
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
や
が
て
彼
女
は
、
長
元
二
年
二
月
二
日
生
誕
の
馨
子
内
親
王
の
乳
母
と
な
っ
た
。
時
に
、
夫
の
公
成
は
三
十
一
歳
で
あ
f栄花物語jの女官名称
る
か
ら
、
彼
女
も
、
そ
れ
に
釣
り
合
う
年
頃
で
あ
ろ
う
と
見
て
よ
い
。
「
中
納
言
典
侍
」
は
、
「
か
た
ち
な
ど
の
め
や
す
か
り
け
る
人
」〈
ロ
〉
と
見
え
、
ま
た
、
中
宮
威
子
の
後
宮
か
ら
、
舞
姫
に
出
す
女
蔵
人
た
ち
の
他
よ
り
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
目
指
し
た
内
宴
の
場
に
、
威
子
の
陪
踏
の
奉
仕
者
に
選
ば
れ
た
(
ホ
)
程
で
あ
る
か
ら
、
締
麗
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ロ
お
よ
び
ニ
で
、
公
成
が
通
婚
す
る
の
で
は
な
く
、
自
第
に
迎
え
取
り
、
そ
の
上
、
斎
院
卜
定
後
の
馨
子
内
親
王
の
乳
母
と
し
て
、
一
向
に
参
上
さ
せ
な
さ
ら
な
い
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
も
、
大
事
に
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。長
元
九
年
四
月
十
七
日
後
一
条
天
皇
が
崩
御
し
、
斎
院
馨
子
内
親
王
が
退
下
し
た
。
第
三
十一
一
「き
る
は
わ
び
し
と
な
げ
く
女
房
」
巻
に
、
同
年
八
月
下
旬
、
上
東
門
院
彰
子
へ
対
面
の
た
め
、
中
宮
威
子
と
章
子
・
磐
子
両
内
親
王
が
渡
御
す
る
情
景
は
、
次
の
よ
う
- 80ー
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
へ
一
口
間
宮
の
御
供
に
は
、
中
宮
の
宣
旨
・
少
将
の
命
婦
・
左
衛
門
の
内
侍
・
小
馬
の
内
侍
、
斎
院
に
は
、
中
納
言
の
内
侍
の
す
け
・
侍
従
の
命
婦
・
出
羽
弁
な
ど
候
。
(紛
頁
〉
右
の
斎
院
に
付
き
添
う
「
中
納
言
の
内
侍
の
す
け
」
は
、
当
然
に
、
前
斎
院
馨
子
内
親
王
の
乳
俗
で
あ
る
、
公
成
室
の
「中
納
言
典
侍
」
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
お
の
ず
か
ら
、
第
三
十
五
「
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
」
巻
に
、
額
通
男
通
一
房
の
嘉
去
に
際
し
て
、
通
房
室
の
生
母
で
あ
る
大
納
言
師
房
室
と
贈
答
し
た
「
斎
院
の
中
納
言
の
内
侍
の
す
け
」
も
同
断
で
あ
る
。
ト
「
今
更
に
児
の
や
う
に
て
も
の
せ
さ
せ
給
こ
と
」
L
て
、
大
納
言
般
の
う
ゑ
、
風
E
T
み
置
所
な
き
白
露
を
心
に
か
け
て
も
の
ぞ
悲
し
き
」
御
返
し
、
斎
院
の
中
納
言
の
内
侍
の
す
け
、
数
な
ら
ぬ
身
に
し
み
て
こ
そ
思
ひ
や
れ
心
尽
し
の
秋
の
白
露
。
」
〈
俗
頁
〉
最
後
に
、
『
栄
花
物
語
』
第
三
十
六
「
根
あ
は
せ
」
巻
に
、
寛
徳
二
年
正
月
十
六
日
に
退
下
し
た
斎
院
娼
子
内
親
王
に
、
「女
院
の
中
納
言
の
典
侍
」
が
歌
を
贈
り
、
そ
れ
に
「
皇
后
宮
の
弁
の
乳
母
」
が
返
歌
を
し
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
(
6
頁
可
嫡
子
内
親
王
は
、
皇
后
禎
子
内
親
王
所
生
の
後
朱
雀
皇
女
、
父
帝
崩
御
に
よ
る
退
下
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
に
掲
示
し
た
〈
弁
の
め
の
と
〉
の
用
例
ル
で
あ
る
が
、
「
女
院
の
中
納
言
の
典
侍
」
と
い
う
だ
け
で
、
忠
輔
女
の
「
中
納
言
典
侍
」
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
悶
略
さ
れ
る
の
だ
が
、
・
返
歌
が
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
で
あ
る
こ
と
は
、
両
者
の
従
姉
妹
と
い
う
関
係
を
想
起
す
れ
ば
、
忠
輔
女
に
比
定
す
る
一
斑
の
妥
当
性
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。
円
程
ω
v
な
お
、
国
歌
大
観
本
『弁
乳
母
集
』
の
三
九
番
、
四
O
番
の
歌
は
、
右
の
「
女
院
の
中
納
言
の
典
侍
」
と
「
皇
后
宮
の
弁
の
乳
母
」
の
贈
答
と
同
一
歌
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
、
「
後
冷
泉
院
う
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
女
院
よ
り
斎
院
の
女
ば
う
の
も
と
に
」
と
詞
書
を
施
し
- 81-
て
い
る
。
右
の
詞
書
は
、
次
項
に
見
る
、
〈後
冷
泉
院
の
弁
の
め
の
と
V
と
指
呼
さ
れ
た
賢
子
と
、
禎
子
内
親
王
の
〈
弁
の
め
の
と
〉
を
混
単
附
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
因
み
に
、
第
三
十
九
「
布
引
の
掩
」
巻
に
、
〈
師
突
の
つ
ま
〉
の
「
中
納
宮
の
翁
」
が
、
同
様
に
、
上
東
門
院
彩
子
に
出
仕
し
て
い
f栄花物語jの女官名称
て
、
「
女
院
の
ム
中
納
言
の
君
」
と
指
呼
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
「
放
女
院
の
中
納
骨
・
回
の
君
と
て
、
右
太
殿
与
御
子
に
、
美
濃
守
基
点
と
聞
え
し
人
の
女
の
臨
に
ぞ
、
数
多
も
の
し
給
け
れ
ば
、
女
院
い
と
心
苦
し
と
て
、
女
君
を
ば
い
み
じ
う
か
し
づ
か
せ
給
て
、
」
〈問
責
〉
と
見
え
る
。
右
に
従
え
ば
、
彼
女
は
、
頼
宗
男
基
貞
の
女
子
で
あ
っ
た
。
彼
女
が
産
ん
だ
師
実
の
女
子
は
、
堀
河
天
皇
の
寛
治
元
年
十
月
二
十
二
日
大
嘗
会
御
棋
に
女
御
代
を
務
め
る
に
到
り
、
「
た
ど
人
の
腹
な
れ
ど
、
一
の
人
の
御
女
は
し
給
し
か
ば
、
ま
し
て
こ
れ
は
な
ど
て
か
は
よ
(
第
四
十
「
紫
野
」
馳
旬
、
川
川
真
〉
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
尊
卑
分
脈
』
〈
一
の制、
m
H
H
)
の
基
点
の
子
女
の
項
に
、
「
時
突
母
中
納
言
良
頼
'K」
「
女
子
大
納
言
経
突
能
突
等
母
」
と
見
え
る
。
後
者
の
「
女
子
」
が
、
す
な
わ
ち
、
〈
師
実
の
つ
ま
〉
に
他
な
ら
な
い
の
だ
が
、
正
四
位
美
濃
守
に
留
ま
っ
た
基
貞
の
女
子
が
、
f栄花物語jの女官名称
〈
中
納
言
〉
の
女
官
名
称
を
持
つ
の
は
、
何
故
な
の
か
。
そ
れ
は
、
あ
る
い
は
、
母
親
が
、
「
時
実
」
の
生
母
の
〈
中
納
言
良
額
女
〉
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。
つ
ま
り
、
〈
中
納
言
良
頼
女
〉
は
、
〈
中
納
言
〉
を
女
官
名
称
と
す
る
後
宮
女
官
で
あ
っ
た
、
〈
師
実
の
つ
ま
〉
は
そ
の
娘
で
あ
る
ゆ
え
に
、
〈
中
納
言
の
(
内
侍
)
の
む
す
め
の
君
〉
の
意
味
の
女
官
名
称
を
冠
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
i¥ 
紫
式
部
の
娘
賢
子
後
一
条
天
皇
の
万
寿
二
年
八
月
三
日
東
宮
教
良
親
王
妃
の
尚
侍
嬉
子
は
、
親
仁
親
王
を
出
産
し
て
、
同
五
日
に
蕗
去
し
た
。
『栄
花
物
語
』
第
二
十
六
「楚
王
の
ゆ
め
」
巻
に
、
新
生
児
の
乳
母
に
つ
い
て
、
左
の
よ
う
に
見
え
る
。
-82ー
イ
若
宮
の
御
乳
母
頼
成
が
妻
は
、
煩
ひ
て
ま
か
で
に
け
り
。
そ
の
後
は
讃
岐
守
な
り
つ
ね
が
女
(
の
〉
、
宰
相
中
将
の
子
生
み
た
る
、
又
大
宮
の
御
方
の
紫
式
部
が
女
の
越
後
弁
、
左
衛
門
替
の
御
子
生
み
た
る
、
そ
れ
ぞ
仕
う
ま
つ
り
け
る。
〈
m頁
〉
右
に
、
「
越
後
弁
」
と
指
呼
さ
れ
て
い
る
の
が
、
紫
式
部
の
娘
の
賢
子
で
あ
る
。
親
仁
親
王
の
乳
母
に
は
、
初
め
、
大
宰
大
弐
惟
憲
の
女
子
で
、
頼
成
の
妻
で
あ
っ
た
女
性
が
参
上
し
た
の
だ
が
、
嬉
子
の
命
を
奪
っ
た
の
と
同
じ
く
、
「
赤
班
癒
」
に
権
患
し
て
退
出
し
て
し
ま
っ
た
。
『小
右
記
』
万
寿
二
年
八
月
九
日
の
条
に
、
「
又
乳
母
煩
此
癒
退
出
、
」
(
問
頁
〉
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
参
上
し
た
乳
母
が
、
賢
子
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
イ
の
叙
述
に
は
、
賢
子
が
乳
母
に
参
上
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
或
る
意
味
で
、
大
宮
彰
子
に
出
仕
す
る
女
官
で
あ
る
、
な
い
し
、
か
つ
て
そ
う
で
あ
っ
た
母
紫
式
部
の
契
縁
に
よ
り
、
急
濯
、
求
め
ら
れ
た
と
い
う
趣
が
あ
る
。
こ
の
時
、
紫
式
部
が
、
ま
だ
現
任
の
女
官
で
あ
っ
た
と
断
定
す
る
に
足
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
賢
子
が
、
・〈
式
部
の
む
す
め
〉
の
意
味
を
担
う
〈
小
式
部
〉
と
指
呼
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
「弁
」
を
女
官
名
称
と
し
て
冠
せ
ら
れ
た
こ
と
に
注
B
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
の
確
か
な
理
由
が
判
ら
な
い
。
但
し
、
「
越
後
」
に
つ
い
て
は
、
異
母
兄
弟
で
あ
る
、
宣
孝
五
男
隆
佐
が
、
あ
た
か
も
、
万
寿
二
年
正
月
二
十
九
日
任
越
後
守
で
あ
る
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
〈
越
後
守
の
い
も
う
と
の
弁
〉
の
津
名
を
得
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
隆
佐
は
、
『公
卿
補
任
』
康
平
二
年
に
、
七
十
五
歳
で
非
参
議
の
従
三
位
に
叙
位
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
、
そ
こ
に
、
任
越
後
守
を
「
万
寿
三
年
正
月
二
十
九
日
」
と
記
し
て
い
る
が
、
『国
司
補
任
』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『小
右
記
』
に
よ
り
、
万
寿
二
年
の
誤
記
で
あ
る
こ
と
疑
い
な
い
の
で
あ
る
。
次
に
、
第
二
十
七
「
こ
ろ
も
の
た
ま
」
巻
に
、
万
寿
二
年
八
月
二
十
九
日
新
中
納
言
長
家
室
の
斉
信
女
が
産
死
し
た
の
を
悼
む
、
「
小
弁
」
の
詠
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
小
弁
」
も
賢
子
と
み
な
し
得
る
。
ロ
又
東
宮
の
若
宮
の
御
乳
母
の
小
弁
、
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悲
し
さ
を
か
つ
は
思
も
慰
め
よ
誰
も
つ
ひ
に
は
と
ま
る
べ
き
世
か
」
御
返
し
、
慰
む
る
方
し
な
け
れ
ば
世
の
中
の
常
な
き
事
も
し
ら
れ
ざ
り
け
り
」
。
(純
頁
〉
右
の
贈
答
歌
は
、
『千
載
集
』
巻
九
、
哀
傷
に
、
「
大
弐
三
位
」
と
「大
納
言
長
家
」
の
贈
答
と
し
て
記
名
さ
れ
て
い
る
。
「
小
弁
」
は
f栄花物語jの女官名称
〈
弁
〉
の
誤
記
、
誤
認
か
も
知
れ
な
い
し
、
〈
弁
〉
に
対
す
る
後
輩
と
し
て
の
〈
小
弁
〉
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
賢
子
が
「弁
」
と
指
呼
さ
れ
る
所
以
は
明
ら
か
で
な
い
。
第
三
十
一
「
般
上
の
花
見
」
巻
に
、
長
元
四
年
九
月
二
十
五
日
の
上
東
門
院
彩
子
の
住
吉
・
石
清
水
御
幸
に
随
行
し
た
女
官
に
つ
い
て
、
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
賢
子
が
い
て
詠
歌
を
残
し
て
い
る
。
ハ
一
の
車
に
は
尼
四
人
、
弁
あ
ま
・
弁
命
婦
・
左
近
命
婦
・
少
将
尼
君
、
こ
に
は
侍
従
す
け
・
越
後
の
弁
の
乳
母
・
大
輔
・
平
少
将
・
武
蔵
、
コ
一
の
事
に
は
、
卿
宰
相
・
美
濃
小
弁
・
兵
衛
内
侍
、
御
率
の
後
に
は
宣
旨
・
三
位
ぞ
候
ひ
け
る
。
〈初
頁
)
弁
乳
母
『栄花物語jの女官名称
芦
わ
け
て
今
日
は
こ
L
に
も
暮
さ
ば
ゃ
う
ち
過
ぎ
難
き
一
島
江
の
波
ま
づ
見
れ
ば
帰
ら
ん
方
も
忘
ら
れ
て
ま
こ
と
な
り
け
り
住
吉
の
岸
:
弁
の
乳
母
橋
柱
残
ら
ざ
り
せ
ば
津
の
国
の
知
ら
ず
な
が
ら
や
過
ぎ
は
て
な
ま
し
(
制
頁
)
第
三
十
ニ
「
詞
合
」
巻
は
、
数
々
の
盛
儀
が
繰
り
拡
げ
ら
れ
た
、
後
一
条
朝
晩
年
の
筆
や
か
な
皇
室
の
有
機
を
写
し
て
い
る
巻
だ
が
、
賢
子
は
次
の
よ
う
に
揚
名
さ
れ
て
い
る
。
-
一
春
宮
の
一
宮
は
、
内
に
御
子
も
お
は
し
ま
さ
ね
ば
、
疑
ひ
な
き
儲
君
と
思
申
た
り
。
越
後
の
弁
は
、
こ
の
宮
の
御
乳
母
に
て
候
ふ
。
」
(
約
頁
〉
- 84ー
御
代
替
り
と
な
り
、
後
朱
雀
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
第
三
十
四
「
暮
ま
つ
ほ
し
」
巻
で
は
、
親
仁
親
王
の
元
服
、
立
坊
が
行
わ
れ
た
。
東
宮
亮
に
は
、
賢
子
の
異
母
兄
の
近
江
守
隆
佐
が
補
任
さ
れ
て
い
る
。
「
大
夫
に
は
や
が
て
春
宮
大
夫
、
権
大
夫
に
は
源
大
納
言
、
亮
に
は
近
江
守
た
か
す
け
、
権
亮
に
内
大
殿
、
ム
道
基
の
侍
従
、
宣
旨
に
は
宰
相
の
乳
母
、
備
前
の
前
司
な
が
つ
ね
の
君
の
女
な
り
。
大
進
に
は
伊
予
守
な
か
の
り
な
り
。
」
(
術
頁
〉
と
あ
る
。
東
宮
相
続
仁
親
王
妃
に
、
章
子
内
親
王
が
参
り
、
藤
壷
を
曹
司
と
し
た
が
、
そ
こ
は
、
か
つ
て
、
母
后
中
宮
威
子
の
住
ん
だ
殿
舎
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
ホ
古
き
女
房
な
ど
は
、
藤
壷
を
見
る
に
つ
け
て
も
い
と
あ
は
れ
な
り
。
今
は
と
て
出
で
さ
せ
給
し
暁
の
、
「
頼
み
も
な
く
て
」
な
ど
い
ひ
し
程
思
ひ
出
づ
ベ
し
。
心
の
程
推
し
は
か
り
給
て
、
弁
の
乳
母
、
女
房
の
許
に
、
忍
び
寝
の
一段
な
か
け
そ
か
く
ば
か
り
狭
し
と
思
ふ
頃
の
扶
に
」
と
あ
れ
ば
、
出
羽
弁
、
春
の
日
に
乾
か
ぎ
り
せ
ば
古
の
挟
な
が
ら
や
朽
ち
果
て
な
ま
し
」
。
(
繊
頁
〉
こ
れ
に
先
立
ち
、
「
堀
河
殿
」
第
に
お
い
て
立
后
の
儀
を
行
い
、
中
宮
と
な
っ
た
禎
子
内
親
王
は
、
引
き
続
き
、
額
通
養
女
の
螺
子
女
王
が
中
宮
と
な
っ
た
の
で
、
皇
后
宮
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
禎
子
内
親
王
は
、
顕
子
女
主
の
入
内
、
立
后
を
不
快
と
し
た
ら
し
く
、
催
促
さ
れ
て
も
参
内
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
「
出
羽
弁
」
と
贈
答
し
た
「
弁
の
乳
母
」
が
、
当
時
、
内
装
に
い
な
か
っ
た
、
禎
子
内
親
王
の
乳
母
の
〈
弁
の
め
の
と
〉
で
あ
り
得
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
右
の
贈
答
歌
は
、
『
後
拾
遺
集
』
第
十
九
、
雑
五
に
、
「
大
弐
三
位
」
と
「
出
羽
弁
」
と
記
名
し
て
、
そ
の
ま
ま
採
録
さ
れ
て
い
る
。
第
三
十
六
「
根
あ
は
せ
」
巻
に
は
、
寛
徳
二
年
四
月
八
日
後
冷
泉
天
皇
が
即
位
す
る
と
、
乳
母
の
賢
子
が
典
侍
に
昇
格
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
(
ト
〉
の
永
ゑ
元
年
七
月
十
日
中
宮
章
子
内
親
王
立
后
の
犠
に
理
髪
を
奉
仕
し
た
〈
弁
典
侍
〉
を
、
賢
子
と
み
な
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
ま
た
、
引
き
続
き
、
(
チ
〉
の
、
氷
承
六
年
二
月
十
三
日
皇
后
寛
子
の
立
后
の
儀
に
理
髪
を
奉
仕
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し
た
の
も
、
同
断
で
あ
ろ
う
。
へ
四
月
八
日
に
は
御
即
位
あ
り
。
:
:
:
弁
の
乳
母
典
侍
に
な
り
て
、
そ
の
日
の
御
ま
か
な
ひ
し
給
ふ
。
め
で
た
し
な
ど
も
世
の
常
な
り
。
丹
波
の
乳
母
は
雅
通
の
中
将
の
女
、
宰
相
の
乳
母
は
放
致
仕
の
大
納
雷
の
孫
、
備
前
守
長
経
の
女
な
り
。
〈
山間
一丸
〉
rs長花物語』の女官名称
ト
:
:
:
「
御
盤
上
の
典
侍
の
ぼ
れ
な
ど
い
は
せ
よ
」
と
、
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
弁
内
侍
の
す
け
診
り
給
へ
り
け
る
、
上
り
て
、
昼
の
御
座
の
御
侍
立
て
L
、
御
髪
上
げ
さ
せ
給
て
お
は
し
ま
す
。
〈川畑真〉
チ
御
髪
上
げ
さ
せ
給
て
、
俺
子
の
御
座
に
お
は
し
ま
す
程
な
ど
、
い
ふ
方
な
く
め
で
た
し
。
宮
に
も
参
り
給
へ
り
し
内
侍
の
す
け
は
御
霊
は
上
げ
奉
る
。
〈
川刊頁
〉
後
冷
泉
朝
は
、
趣
味
豊
か
な
、
風
情
あ
る
時
代
と
評
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
天
皇
の
乳
母
で
あ
る
賢
子
の
教
育
の
賜
物
で
あ
っ
た
と
、
『
栄
花
物
語
』
の
作
者
は
述
べ
て
い
る
。
リ
折
/
¥
に
は
御
遊
、
月
の
夜
・花
の
折
り
過
ご
さ
ぜ
給
は
ず
。
お
か
し
き
御
時
也
。
弁
の
乳
母
お
か
し
う
お
は
す
る
人
に
て
、
お
『栄花物語jの女官名称
ほ
し
た
て
慣
は
し
申
給
へ
り
け
る
に
や
。
」
ハ
仰
頁
)
後
冷
泉
天
皇
の
乳
母
賢
子
は
、
つ
い
に
は
、
従
三
位
に
昇
叙
さ
れ
、
夫
高
階
成
意
が
大
宰
大
弐
に
補
任
さ
れ
た
の
で
、
「
大
弐
三
位
」
官と
X 指
り呼
揮
さ名 れ
を
持 i
wつ二，
女・4
苧皇
ζ 室
し庁、
六乳
後母
ーと
条空
天 J
皇 た
m 女
託宣
母 V
4 最
毛在
る貼
大の
出
弐 世t
惟
憲主
妻2
3B 
L、 iご
る「
と 〈
正大
は弐
、の
周つ
知 ま
の の
t従
3霊
あ を
ろハti
うむぴ。サ・
彼女
女
は
、
後
一
条
天
皇
ば
か
り
で
な
く
、
禎
子
内
親
王
の
乳
母
の
一
人
に
も
数
え
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
巡
り
合
わ
せ
に
よ
り
、
従
二
位
ま
で
昇
り
得
た
が
、
賢
子
は
、
そ
こ
ま
で
は
到
ら
な
か
っ
た
。
賢
子
が
、
高
階
成
章
の
室
家
で
あ
る
こ
と
は
、
『
尊
卑
分
脈
』
(
ニ
の
臼
一
良
〉
に
「
成
章
卿
室
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
婚
姻
が
何
時
行
わ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
『
栄
花
物
語
』
第
二
十
四
「
わ
か
ば
え
」
巻
に
、
万
寿
二
年
正
月
十
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日
関
白
頼
通
の
「
対
の
君
」
所
生
の
通
房
の
乳
母
に
つ
い
て
、
「
御
乳
母
我
も
/
¥
と
望
む
人
あ
り
け
れ
ど
、
故
伊
賀
守
橘
す
け
な
り
と
い
ひ
し
人
の
女
、
遠
江
守
た
x
し
げ
が
女
、
紀
伊
前
向
な
り
の
り
が
め
ぞ
た
va
今
は
多
り
た
な
る
。
」
(閃
災
〉
と
見
え
て
い
る
が
、
右
の
「
紀
伊
前
司
な
り
の
り
」
民
高
階
成
章
で
あ
る
。
寛
仁
三
年
正
月
二
十
三
日
任
紀
伊
守
、
治
安
三
年
二
月
十
二
日
去
任
で
、
「
紀
伊
前
司
」
は
正
確
な
冠
称
で
あ
る
。
「
め
」
は
、
〈
む
す
め
〉
で
な
く
、
〈
つ
ま
〉
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
、
賢
子
は
ま
だ
、
成
章
と
は
無
露
で
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
例
の
、
「
問
題
文
乙
」
の
解
釈
と
の
関
係
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
前
掲
の
よ
う
に
、
第
三
十
四
『
暮
ま
つ
ほ
し
」
巻
に
、
後
朱
雀
天
皇
の
長
暦
元
年
八
月
十
七
日
親
仁
親
王
が
立
坊
し
、
宮
司
に
つ
い
て
、
「
大
進
に
は
伊
予
守
な
か
の
り
な
り
。
」
〈
術
頁
〉
と
見
え
て
い
た
。
布
の
「
な
か
の
り
」
は
、
〈
な
り
の
り
〉
で
は
な
い
か
。
『
公
卿
補
任
』
天
喜
三
年
に
、
高
階
成
章
が
六
十
六
議
で
、
出
計
多
識
の
従
三
位
に
叙
位
さ
れ
、
尻
付
に
、
「
長
暦
元
八
十
七
春
宮
権
大
進
」
と
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
任
伊
予
守
は
、
永
器
用
四
年
十
二
月
で
あ
る
か
ら
、
「
伊
予
守
」
の
冠
称
は
正
し
く
な
い
が
、
東
宮
親
仁
親
王
の
乳
俄
で
あ
る
賢
子
と
、
大
進
高
階
成
章
の
親
密
な
契
縁
は
、
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
第
三
十
八
「
松
の
し
づ
え
」
巻
に
、
白
河
天
皇
の
延
久
五
年
五
月
七
日
、
後
三
条
上
自
誌
が
崩
御
し
た
記
事
が
あ
る
。
後
三
条
天
皇
の
治
世
は
僅
か
五
年
で
あ
っ
た
の
で
、
つ
い
先
頃
、
五
年
前
の
治
暦
四
年
四
月
十
九
日
に
、
先
立
W
後
冷
泉
天
皇
の
崩
御
し
た
時
も
、
同
じ
く
五
月
雨
の
降
る
頃
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。
後
三
条
上
皇
に
近
侍
し
た
「
少
将
の
内
侍
」
か
ら
、
先
帝
の
乳
母
と
し
て
近
侍
し
た
賢
子
H
「
故
院
の
大
弐
の
三
位」
へ
歌
が
贈
ら
れ
た
。
ヌ
五
月
雨
は
い
と
三
涙
催
す
つ
ま
な
り
。
過
ぎ
に
し
御
事
も
閉
じ
程
に
の
み
お
は
し
ま
せ
ば
、
故
院
の
大
弐
の
三
位
の
許
に
、
少
将
の
内
侍
、
ま
た
も
猶
残
あ
り
け
り
五
月
雨
に
降
り
尽
し
て
し
涙
と
思
ふ
に
」
返
し
、
五
月
雨
は
品
目
も
今
も
一挟
川
閉
じ
流
れ
と
水
ま
さ
り
け
り
」
。
(
泌
頁
)
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以
上
見
た
通
り
、
紫
式
部
の
娘
の
賢
子
に
つ
い
て
の
、
『
栄
花
物
語
』
の
記
述
は
確
か
な
筆
触
を
示
し
て
お
り
、
賢
子
が
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
と
指
呼
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
作
者
が
、
禎
子
内
親
王
の
乳
母
の
〈
弁
の
め
の
と
〉
と
賢
子
を
混
単
閉
し
た
形
跡
は
な
い
。
活
躍
し
た
時
期
が
、
万
寿
年
聞
を
境
と
し
て
、
ほ
ぼ
交
代
し
た
感
が
あ
り
、
後
に
は
、
年
代
が
重
『栄花物語jの女官名称
な
る
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
禎
子
内
親
王
の
乳
母
の
方
を
、
〈
皇
后
宮
の
〉
を
冠
し
て
識
別
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
に
掲
示
し
た
〈
弁
の
め
の
と
〉
の
用
例
ル
、
ヲ
に
よ
り
推
察
さ
れ
る
。
九
賢
子
の
〈兼
隆
の
つ
ま
〉
の
所
伝
な
お
、
イ
の
例
文
は
、
賢
子
が
初
め
「
左
衛
門
督
兼
陸
」
の
子
を
儲
け
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
賢
子
所
生
の
子
女
を
記
録
し
た
資
料
が
な
い
の
で
、
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
賢
子
の
記
録
は
、
『尊
卑
分
脈
』
(
ニ
の
似
頁
〉
に
、
宣
孝
の
女
子
と
し
て
、
「賢
子
後
一
条
院
御
乳
母
従
三
号
大
弐
三
位
母
紫
式
部
門高
階
〕
成
章
卿
室
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
f栄花物語jの女1言名称
す
べ
て
で
あ
る
。
『尊
卑
分
脈
』
〈一
の
お
、
羽
頁
〉
に
道
兼
男
兼
陸
に
つ
い
て
、
左
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
兼陸
.什
一
時
大
弁
護
委
右
の
記
載
は
、
〈
兼
陸
の
つ
ま
〉
が
〈
左
大
弁
の
む
す
め
〉
で
あ
り
、
兼
一
房
と
い
う
子
を
生
ん
だ
と
い
う
事
情
を
物
語
る
。
ま
た
、
そ
の
兼
陸
に
は
、
生
母
は
不
明
だ
が
、
「
鹿
増
」
と
い
う
法
師
子
が
い
た
こ
と
も
判
る
。
〈
左
大
弁
の
む
す
め
〉
な
ら
ば
、
後
宮
女
官
と
な
っ
た
場
合
、
当
然
に
、
〈
弁
〉
と
指
呼
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
「
慶
増
」
は
、
『尊
卑
分
脈
』
〈一
の
湖
頁
)
に
見
え
る
、
周
頼
の
男
子
で
、
〈
命
婦
の
め
の
と
〉
の
生
ん
だ
、
禎
子
内
親
王
の
〈
乳
母
子
〉
と
同
名
で
あ
っ
た
。
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つ
ま
り
、
「
鹿
増
」
は
〈
乳
母
子
〉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
〈
兼
隆
の
つ
ま
〉
と
な
っ
て
、
「
慶
増
」
を
儲
け
た
女
性
こ
そ
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
で
あ
る
、
.
さ
つ
と
そ
の
よ
う
な
推
測
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
ま
た
、
逆
に
、
〈
兼
陸
の
つ
ま
〉
は
〈
弁
の
め
の
と
〉
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
〈
乳
母
子
〉
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
合
理
化
が
施
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
「
慶
増
」
が
記
載
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
か
り
に
、
イ
の
例
文
の
内
容
が
、
誤
伝
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
『尊
卑
分
脈
』
の
記
載
か
ら
、
上
述
の
よ
う
に
導
か
れ
た
可
能
性
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
因
み
に
、
『紫
式
部
日
記
』
に
登
場
す
る
「
大
納
言
の
君
」
は
、
左
大
弁
源
扶
義
の
女
子
廉
子
に
他
な
ら
な
い
の
だ
が
、
教
成
親
王
の
東
宮
宣
旨
を
務
め
、
最
後
に
は
、
典
侍
従
三
位
に
昇
叙
さ
れ
て
い
る
。
『新
勅
撰
集
』
巻
十
六
、
雑
歌
一
に
、
「
従
三
位
康
子
」
と
記
名
し
て
、
一
首
を
撰
入
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
『紫
式
部
臼
記
』
に
見
え
る
紫
式
部
と
の
贈
答
歌
で
あ
っ
た
。
お
の
ず
か
ら
、
当
代
に
、
〈
左
大
弁
の
む
す
め
で
、
従
三
位
を
帯
び
た
女
官
〉
が
実
在
し
、
紫
式
部
と
の
契
縁
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
な
情
報
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
〈
旅
隆
の
つ
ま
〉
が
、
〈
従
三
位
を
帯
び
た
弁
〉
で
あ
る
と
い
う
誤
伝
も
発
生
し
易
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
『
栄
花
物
語
』
第
八
「
は
つ
は
な
」
巻
に
よ
れ
ば
、
「大
納
言
の
君
」
は
、
初
め
、
源
則
理
の
室
家
と
な
り
、
当
《
n
v
時
は
、
〈
道
長
の
つ
ま
〉
と
な
っ
て
い
た
。
十
賢
子
の
孫
知
一
房
の
資
料
萩
谷
朴
著
『紫
式
部
日
記
全
注
釈
』
第
五
節
「
播
磨
守
纂
の
ま
け
わ
ざ
し
け
る
日
」
の
「
解
説
」
に
、
賢
子
が
、
権
中
納
言
公
信
の
室
家
と
し
て
一
女
を
儲
け
、
そ
の
女
子
が
源
良
宗
と
の
間
に
「
美
濃
守
知
房
」
を
儲
け
た
と
推
定
す
る
な
ら
ば
、
知
房
が
、
賢
子
の
孫
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
と
説
か
れ
て
い
る
〈
上
川
頁
〉
。
(初
)
萩
谷
「
解
説
」
に
よ
れ
ば
、
知
房
が
賢
子
の
孫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
中
右
記
』
天
永
一
一
年
五
月
二
十
五
日
の
条
に
、
「
故
前
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美
濃
守
知
房
朝
臣
」
の
家
か
ら
「
後
冷
泉
院
御
記
十
九
巻
」
が
尋
ね
出
さ
れ
た
事
実
が
記
録
さ
れ
て
い
て
、
「
件
ん
の
知
房
朝
臣
は
後
冷
泉
院
御
乳
母
大
弐
三
位
之
孫
也
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
疑
う
余
地
は
な
い
、
賢
子
と
知
房
の
関
係
は
、
次
頁
の
図
の
よ
う
に
書
き
表
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
主
と
し
て
、
年
齢
の
上
で
A
の
関
係
を
非
と
し
、
B
を
是
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
『栄1E物語jの女官名称
ろ
う
、
な
お
、
『
尊
卑
分
脈
』
(一
の
泌
一氏
〉
の
公
倍
の
ル
メ
子
に
「源
良
宗
妻
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
右
の
推
定
を
補
強
す
る
と
見
て
よ
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
子T雲
-1 m 
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女
子
B
公
能
良
宗
は
、
源
経
房
の
男
子
で
あ
る
が
、
太
政
大
臣
信
長
の
猶
子
と
な
っ
た
の
で
、
藤
氏
で
あ
る
。
『尊
卑
分
脈
』
〈
一
の
臼
頁
〉
の
信
長
の
猶
子
知
一房
に
、
「
母
中
納
言
公
能
女
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
「
公
能
」
は
そ
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
薮
谷
は
、
こ
れ
を
公
信
に
比
定
す
る
わ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
賢
子
は
、
公
信
の
室
家
で
あ
っ
た
形
跡
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
道
綱
と
の
関
係
十
〈
道
綱
の
つ
ま
〉
の
「
弁
乳
母
」
『玉
葉
集
』
巻
十
二
、
恋
歌
四
に
、
「
弁
乳
母
」
が
、
道
網
に
贈
っ
た
歌
が
ニ
首
撰
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
国
歌
大
観
本
『弁
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乳
母
集
』
に
従
え
ば
、
七
八
番
か
ら
八
九
番
ま
で
が
、
連
続
的
に
伺
じ
相
手
に
対
す
る
婚
姻
関
係
を
表
す
贈
答
歌
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
中
に
、
右
の
『
玉
葉
集
』
入
集
歌
ニ
首
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ご
く
素
直
に
考
え
れ
ば
、
「弁
乳
母
」
は
〈
道
網
の
つ
ま
〉
で
あ
る
と
し
か
思
わ
れ
な
い
。
『玉
葉
集
』
入
集
歌
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
前
右
大
将
道
網
九
月
ば
か
り
た
の
め
侍
り
け
る
に
弁
乳
母
一
六
五
三
春
の
日
を
な
が
し
と
な
に
に
思
ひ
け
ん
秋
の
く
れ
こ
そ
ひ
さ
し
か
り
け
れ
返
し
、
き
く
に
つ
け
て
前
右
近
大
将
道
綱
一
六
五
回
一
枚
も
あ
ま
た
過
ぎ
け
る
君
と
き
く
も
の
を
ひ
さ
し
き
く
れ
は
け
ふ
の
み
や
し
る
前
布
大
将
道
綱
ま
う
で
き
た
り
け
る
に
、
門
を
も
あ
け
侍
ら
ざ
り
け
る
に
、
さ
れ
ど
ま
っ
む
し
は
な
く
め
り
、
た
け
か
ら
ず
、
と
申
し
侍
り
け
れ
ば
弁
乳
母
一六
六
回
ち
ぎ
り
こ
し
君
こ
そ
と
は
ず
な
り
ぬ
れ
ど
や
ど
に
は
た
え
ず
ま
つ
虫
の
こ
ゑ
右
は
、
『弁
乳
母
集
』
の
詞
出品
目
で
は
左
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
九
月
九
日
、
お
な
じ
人
八
二
春
の
日
も
な
に
に
な
が
し
と
お
も
ひ
け
ん
あ
き
の
く
れ
こ
そ
ひ
さ
し
か
り
け
れ
き
く
に
つ
け
て
、
御
か
へ
し
八
三
秩
も
あ
ま
た
す
ぎ
け
る
君
と
き
く
も
の
を
ひ
さ
し
き
く
れ
は
今
日
の
み
や
し
る
お
な
じ
人
お
は
し
た
る
に
、
か
ど
あ
け
ね
ば
、
さ
れ
ど
ま
っ
む
し
は
な
く
め
り
、
た
け
か
ら
す
と
あ
れ
ば
八
九
ち
ぎ
り
お
き
し
君
す
ぎ
と
は
ず
な
り
ぬ
る
に
や
ど
に
は
た
え
ず
ま
つ
虫
の
こ
ゑ
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『弁
乳
母
集
』
に
相
手
の
名
前
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
八
八
番
の
調
書
が
、
「
お
な
じ
こ
ろ
、
ふ
の
大
納
言
北
方
に
お
は
す
と
き
き
て
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、
八
九
番
が
「
お
な
じ
人
お
は
し
た
る
に
、
」
と
続
い
て
い
る
と
見
て
よ
い
も
の
と
す
れ
ば
、
「
お
な
じ
人
」
が
、
八
八
番
の
「
ふ
の
大
納
言」
を
指
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
道
綱
が
、
「
縛
大
納
言
」
と
指
呼
さ
れ
た
こ
f栄花物語jの女官名称
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
十
道
綱
と
〈弁
の
君
〉
『栄
花
物
語
』
第
七
「
と
り
べ
野
」
巻
に
、
道
綱
室
の
産
死
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
御
乳
母
、
我
も
/
¥
と
望
む
人
あ
ま
た
あ
れ
ど
、
弁
の
君
と
て
賎
し
か
ら
ぬ
、
故
上
な
ど
も
や
ん
ご
と
な
き
物
に
て
い
み
じ
う
ぉ
.
ほ
し
た
り
し
か
ば
、
そ
の
御
心
の
忘
れ
難
き
に
、
「
若
し
平
か
に
て
あ
ら
ば
、
必
ず
こ
れ
を
い
ひ
っ
け
に
も
」
な
ど
の
給
は
せ
し
御
か
ね
ご
と
ど
も
〈
い
と
)
忘
れ
難
く
て
、
や
が
て
そ
の
君
よ
ろ
づ
に
知
り
扱
ひ
き
こ
ゆ
れ
ば
、
肢
の
上
お
ぼ
す
さ
ま
に
お
『栄花物語jの女官名称
ぼ
さ
れ
た
り
。
〈
m頁
〉
右
の
「
故
上
」
は
道
網
重
で
あ
る
源
雅
信
の
四
女
で
あ
る
。
「
弁
の
君
」
は
、
源
雅
信
の
弟
重
信
の
男
子
致
方
の
女
子
と
み
な
し
得
る
。
国
歌
大
観
本
『安
法
法
師
集
』
に
左
の
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
の
類
推
で
あ
る
。
六
条
大
納
言
殿
の
弁
の
き
み
の
お
は
し
て
、
よ
み
て
お
き
て
お
は
し
け
る
四
七
池
ふ
か
み
ま
つ
の
縁
の
色
み
れ
ば
い
ま
ひ
と
し
ほ
の
い
ろ
ぞ
そ
め
け
る
右
の
「
六
条
大
納
言
殿
の
弁
の
き
み
」
と
い
う
の
は
、
源
重
信
男
致
方
自
身
を
指
掌
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『尊
卑
分
脈
』
〈
=
一
の
湖
頁
)
に
左
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
(
源
姓
〉
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雅
信
教
実
親
王
よ
一
右
大
弁
正
四
位
下
「
重
信
i
致
方
永
延
三
卒
三
十
九
歳
源
致
方
は
早
く
、氷
山
肺
元
年
に
逝
去
し
て
い
る
が
、
致
方
に
は
柏
駅
が
あ
り
、
〈
右
大
弁
の
む
す
め
の
君
〉
の
意
味
で
、
〈
弁
の
君
〉
と
指
呼
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
女
に
は
、
道
綱
室
も
目
を
か
け
て
い
て
、
無
事
に
出
産
し
た
上
は
、
乳
母
に
し
よ
う
と
約
束
も
し
て
い
た
。
何
よ
り
も
、
雅
信
女
で
あ
る
道
網
室
に
と
っ
て
、
彼
女
は
、
親
近
な
縁
辺
者
で
も
あ
っ
た
の
で
、
道
網
室
の
産
死
後
は
、
新
生
児
の
世
話
が
、
彼
女
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
右
の
新
生
児
が
兼
経
で
あ
る
こ
と
は
レ
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
兼
経
の
生
母
は
、
源
雅
信
の
四
女
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
出
産
と
同
時
に
逝
去
し
た
の
で
、
兼
経
の
生
誕
時
か
ら
、
〈
弁
の
君
〉
が
そ
の
乳
母
と
な
っ
た
、
〈
弁
の
君
〉
は
、
源
致
方
の
女
子
で
あ
り
、
兼
経
の
乳
母
と
し
て
、
〈
乳
母
で
あ
る
弁
の
君
〉
の
意
味
で
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
と
指
呼
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
到
っ
て
、
初
め
て
、
十
に
見
た
〈
道
綱
の
つ
ま
〉
と
し
て
の
「弁
乳
母
」
の
詠
歌
に
得
心
が
い
く
で
あ
ろ
う
。
捕
特
大
納
言
道
網
は
、
男
子
兼
経
の
〈
母
し
ろ
〉
で
あ
る
「
弁
乳
母
」
と
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
問
題
の
あ
り
か
上
来
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
と
指
呼
さ
れ
る
女
性
の
資
料
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
そ
こ
に
、
互
い
に
独
立
的
な
一
つ
の
映
像
の
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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A
は
、
〈
源
致
方
の
む
す
め
〉
で
あ
り
、
遅
く
と
も
、
致
方
没
の
翌
正
暦
元
年
(
九
九
O
)
に
は
誕
生
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
長
保
二
年
生
誕
の
兼
経
の
〈
母
し
ろ
〉
と
し
て
考
え
れ
ば
、
ど
ん
な
に
若
く
見
て
も
、
十
五
歳
に
は
達
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
時
に
、
道
綱
は
四
十
六
歳
で
あ
る
が
、
彼
女
は
、
そ
の
後
、
〈
道
綱
の
つ
ま
〉
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
女
の
姓
名
が
、
f栄花物語jの女官名称
源
某
子
で
あ
る
こ
と
は
断
る
ま
で
も
な
い
。
B
は
、
〈
前
安
房
守
藤
原
順
時
の
む
す
め
〉
と
し
て
、
初
め
、
東
宮
居
貞
親
王
の
御
子
の
乳
母
と
な
っ
た
と
目
さ
れ
る
女
性
で
あ
る
。
長
保
二
年
に
は
、
当
時
、
二
十
四
歳
の
〈
右
少
将
公
信
の
つ
ま
〉
で
あ
っ
た
。
長
和
二
年
に
は
、
禎
子
内
親
王
の
三
名
の
乳
母
の
中
に
加
わ
っ
た
。
長
和
四
年
に
は
、
従
五
位
上
に
昇
叙
さ
れ
、
寛
仁
二
年
に
は
禁
色
を
聴
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
の
姓
は
、
藤
原
で
あ
り
、
名
前
は
、
時
子
な
い
し
教
子
で
あ
る
。
C
は
、
万
寿
二
年
生
誕
の
親
仁
親
王
の
乳
母
の
一
人
と
な
っ
た
藤
原
賢
子
で
あ
る
。
彼
女
は
、
紫
式
部
を
生
母
と
す
る
、
長
保
三
B総花物語』の女官名称
年
に
没
し
た
宣
孝
の
娘
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
遅
く
と
も
、
長
保
四
年
に
は
誕
生
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
長
傑
元
年
〈九
九
九
〉
生
誕
と
い
う
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
親
仁
親
王
の
乳
母
と
な
っ
た
時
は
、
二
十
四
歳
か
ら
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
と
算
定
し
得
る
。
そ
の
直
前
に
越
後
守
に
任
じ
た
宣
孝
男
隆
佐
の
異
母
妹
と
し
て
、
〈
越
後
〉
を
冠
称
と
し
た
。
彼
女
は
、
〈
養
い
君
〉
の
親
仁
親
王
が
登
極
し
た
の
で
、
つ
い
に
は
、
典
侍
従
三
位
に
昇
進
す
る
に
到
っ
た
。
晩
年
の
賢
子
が
、
大
宰
大
弐
高
階
成
章
の
室
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
の
他
の
婚
姻
関
係
や
所
生
の
子
女
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
、
明
白
で
は
な
い
。
以
上
の
三
つ
の
映
像
の
相
互
関
係
を
見
る
と
、
A
と
B
と
は
、
ほ
ぼ
、
同
年
配
で
あ
る
か
、
A
が
B
よ
り
年
長
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『弁
乳
母
集
』
が、
A
と
B
の
詠
歌
を
混
在
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
否
定
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
C
は
、
両
者
よ
り
か
な
り
若
く
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
十
五
歳
以
上
の
年
齢
差
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
十
四
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問
題
の
ゆ
く
え
こ
こ
で
、
二
つ
の
仮
説
を
立
て
て
み
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
通
説
で
B
と
み
な
さ
れ
て
い
る
〈
弁
の
め
の
と
〉
が
、
突
は
、
C
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
仮
説一
つ
は
、
「
問
題
文
乙
」
が
、
B
で
は
な
く
、
C
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
万
寿
二
年
正
月
二
十
三
日
皇
太
后
郷
子
大
饗
の
条
に
、
「
ま
こ
と
や
、
弁
の
乳
母
の
姪
こ
そ
は
今
日
や
が
て
大
人
に
な
さ
せ
給
」
と
見
え
て
い
て
、
そ
の
日
着
裳
の
儀
に
腰
結
い
を
務
め
た
の
は
、
中
宮
大
夫
斉
信
で
あ
っ
た
。
着
裳
し
た
の
が
、
斉
信
の
女
子
で
あ
る
な
ら
ば
、
斉
信
の
弟
公
信
の
室
家
に
と
っ
て
は
、
義
理
の
姪
に
当
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
は
、
〈
公
信
の
つ
ま
〉
の
〈
弁
の
め
の
と
〉
が
B
で
あ
れ
、
C
で
あ
れ
、
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
ず
、
B
に
は
、
長
保
二
年
の
『
権
記
』
の
記
事
に
よ
り
、
〈
公
信
の
つ
ま
〉
と
目
さ
れ
る
証
拠
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
C
に
は
、
萩
谷
所
説
に
よ
り
、
〈
公
信
の
む
す
め
の
生
母
〉
と
目
さ
れ
る
資
料
が
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
B
も、
C
も
、
甲
乙
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
B
に
は
な
い
が
、
C
に
は
、
例
文
八
の
ロ
に
、
万
寿
二
年
八
月
、
長
家
室
で
あ
る
斉
信
女
の
死
を
弔
問
す
る
営
為
が
あ
っ
た
l
!但
し
、
B
に
は
な
い
と
い
う
の
は
、
斉
信
と
公
信
に
か
か
わ
る
営
為
と
し
て
は
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
『弁
乳
母
〈
M
V
集
』
に
「
大
納
言
」
と
某
の
連
歌
形
式
の
詠
歌
が
あ
り
、
そ
れ
が
、
『続
古
今
集
』
巻
十
七
、
雄
和
歌
上
、
一
四
九
七
番
に
、
「
民
部
卿
長
家
」
の
一
首
と
し
て
入
集
し
て
い
る
。
某
を
、
B
と
し
、
時
期
を
皇
太
后
妨
子
の
崩
御
の
翌
年
の
こ
と
と
見
れ
ば
、
長
家
は
大
納
言
で
あ
っ
た
か
ら
、
右
の
贈
答
は
、
B
と
長
家
の
贈
答
で
あ
り
得
る
だ
ろ
う
||
。
右
は
、
『
千
鍛
集
』
巻
九
、
哀
傷
歌
に
採
録
さ
れ
て
い
る
確
か
な
事
実
で
あ
る
。
C
と
長
家
と
の
贈
答
歌
は
、
〈
長
家
の
つ
ま
〉
が
余
人
で
は
な
い
、
〈
斉
信
の
む
す
め
〉
に
他
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
〈
公
信
の
つ
ま
〉
で
あ
る
義
理
の
叔
母
か
ら
、
姪
の
死
を
悼
- 95-
ん
で
贈
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
『
尊
卑
分
脈
』
ハ
一
の
銅
賞
)
の
記
載
が
正
し
け
れ
ば
、
長
家
室
と
な
っ
た
斉
信
女
は
末
娘
で
あ
り
、
そ
の
末
娘
と
長
家
と
の
結
婚
は
、
第
十
六
「
も
と
の
し
づ
く
」
巻
に
よ
り
、
治
安
元
年
と
目
さ
れ
る
。
そ
の
下
に
、
〈
斉
信
の
む
す
め
〉
が
い
る
と
は
脅
か
れ
て
い
な
い
。
B総花物ltiJの女官名称
し
か
し
な
が
ら
、
斉
信
が
、
一
族
の
長
と
し
て
、
腰
結
い
を
務
め
る
着
裳
の
儀
が
、
〈
妨
子
の
御
所
〉
で
挙
式
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
斉
信
女
が
長
家
室
で
あ
る
と
い
う
契
縁
に
よ
る
も
の
と
見
る
の
が
当
然
で
は
な
い
の
か
。
斉
信
と
血
縁
、
姻
戚
関
係
に
な
い
第
三
者
の
依
頼
に
よ
り
、
斉
倍
が
腰
結
い
を
務
め
る
場
合
に
は
、
〈
妨
子
の
御
所
〉
で
は
な
く
、
当
の
第
三
者
の
第
宅
へ
出
向
く
の
が
普
通
で
あ
ろ
う
ゆ
え
に
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
若
裳
す
る
の
が
、
Mm子
・
有
縁
の
女
子
で
あ
る
な
ら
ば
、
〈
獅
子
の
御
所
〉
で
挙
式
す
る
の
も
不
思
議
は
な
い
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
そ
の
こ
と
が
、
諸
種
の
記
録
に
残
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
ゆ
え
に
で
あ
る
。
あ
た
か
も
、
か
つ
て
、
御
産
に
向
か
う
中
宮
妨
子
が
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
る
斉
信
の
大
炊
御
門
第
は
〈
第
十
一
「
つ
ぼ
み
花
」
巻
〉
、
治
安
元
年
十
二
月
十
八
日
に
焼
失
し
て
(第
十
六
「も
と
の
し
づ
く
」
巻
て
そ
の
後
移
っ
た
「
接
敷
般
」
も
治
安
三
年
二
月
十
五
日
に
焼
失
f栄花物騒jの女官名称
す
る
〈
第
十
八
「
た
ま
の
う
て
な
」
巻
〉
と
い
う
不
運
が
重
な
り
、
文
月
信
は
、
不
如
意
な
恒
住
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
自
第
で
、
華
や
か
な
儀
式
を
挙
行
し
得
る
は
ず
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
第
二
十
六
「
楚
王
の
ゆ
め
」
巻
に
、
万
寿
二
年
八
月
現
在
の
斉
信
の
仮
住
居
に
つ
い
て
、
『
中
御
門
に
、
今
の
肥
後
守
致
光
が
家
に
こ
そ
住
み
給
へ
。
程
な
ど
も
狭
き
所
に
て
い
と
騒
し
げ
な
り
と
ぞ
。
」
〈m
N
H
)
と
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
親
仁
親
王
の
生
誕
は
、
万
寿
二
年
八
月
三
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
半
年
前
の
正
月
二
十
二
日
の
義
理
の
姪
の
着
裳
の
時
点
で
は
、
C
は、
た
と
え
、
「
越
後
の
弁
」
と
し
て
出
仕
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ま
だ
、
〈
越
後
の
弁
の
め
の
と
V
と
指
呼
さ
れ
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
承
の
過
程
に
お
い
て
、
単
に
、
〈
越
後
の
弁
〉
と
あ
る
と
こ
ろ
へ
、
〈
め
の
と
〉
が
冊
む
き
加
え
ら
れ
る
可
能
性
が
な
い
と
は
い
わ
れ
ま
い
。
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つ
ま
り
、
C
と
公
信
と
の
関
係
が
証
明
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
問
題
文
乙
」
が
C
と
か
か
わ
る
公
算
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
仮
説も
う
一
つ
は
、
同
様
に
、
『尊
由
ヰ
分
脈
』
ハ一
の
納
頁
)
の
顕
縞
の
生
母
は
、
B
で
は
な
く
、
C
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
初
的
に
、
顕
縞
の
項
に
記
載
さ
れ
た
の
は
、
「
母
弁
乳
母
」
だ
け
で
あ
っ
た
、
し
か
る
に
、
た
と
え
ば
、
五
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
『
大
鋭
』
第
一
巻
「
衷
諮
」
に
、
「
弁
乳
母
」
は
、
「
加
賀
守
藤
原
願
時
女
」
で
あ
る
と
記
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
顕
綱
の
注
記
に
、
「
加
賀
守
順
時
女
」
の
注
記
を
追
記
し
た
者
が
い
た
、
.
さ
つ
と
こ
の
よ
う
な
推
測
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
も
と
よ
り
、
C
が
、
勅
撰
集
に
「
大
弐
三
位
」
と
-
記
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
て
の
営
為
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
単
に
、
「
母
弁
乳
母
」
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
B
で
は
な
く
、
C
で
あ
っ
て
、
一
向
に
差
し
支
え
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
次
に
、
そ
の
点
に
つ
い
て
吟
味
し
て
み
よ
う
。
~ ， 
味
歌
合
の
記
名
十
に
提
示
し
た
萩
谷
朴
著
『繁
式
部
日
記
全
注
釈
』
第
五
節
の
「
解
説
」
は
、
紫
式
部
の
娘
賢
子
の
名
前
が
見
え
る
歌
合
の
一
覧
を
左
の
よ
う
に
掲
出
し
て
い
る
(
但
し
、
『平
安
朝
歌
合
大
成
』
の
歌
合
番
号
を
補
い
、
標
目
を
完
全
に
し
た
〉
〈
上
出
資
〉
。
1 
一
二
ニ
「
長
元
五
年
十
月
十
八
日
上
東
門
院
彰
子
菊
合
」
:
・
弁
乳
母
2 
一
二
五
「
長
麿
二
年
晩
冬
権
大
納
言
師
房
歌
合
」
:
:
j
i
-
-
弁
乳
母
3 
一
三
六
「
、
氷
承
四
年
十
一
月
九
日
内
裏
歌
合
」
:
j
i
-
-・:
:
典
侍
(
十
巻
本
『
歌
合
』
巻
の
脚
注
に
は
弁
乳
母
〉
4 
四
「、
氷
承
五
年
六
月
五
日
庚
申
祐
子
内
親
王
歌
合
」
・
:
典
侍
5 
一
八
四
「
治
謄
二
年
五
月
五
日
皇
后
宮
寛
子
歌
合
」
:
・:
:
:
藤
三
位
6 
(二
O
四
承
磨
二
年
四
月
三
十
日
内
裏
後
番
歌
合
」
:
:
:
:
・
為
家
母
)
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右
の
う
ち
、
「
弁
乳
母
」
の
女
官
名
称
が
、
必
ず
し
も
、
B
か
C
か
を
断
定
し
得
な
い
の
は
、
ー
と
2
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ー
に
見
え
る
「弁
乳
母
」
の
「
二
番
右
」
の
歎
が
、
『玉
葉
集
』
に
「
大
弐
三
位
」
と
記
名
し
て
入
集
し
て
い
る
と
い
う
程
度
の
証
拠
は
あ
る
。
ま
た
、
例
文
八
の
ハ
に
示
し
た
よ
う
に
、
ー
と
2
に
重
な
る
時
期
の
長
元
四
年
九
月
二
十
五
日
の
上
東
門
院
彰
子
の
住
吉
・
石
清
水
I栄花物語jの女官名称
御
幸
に
は
、
B
は
見
え
.
す
、
C
が
随
従
し
た
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
3
以
下
は
、
『栄
花
物
語
』
に
見
え
る
と
こ
ろ
に
対
照
し
て
、
B
で
は
な
く
、
C
と
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
6
の
「
為
家
母
」
は
、
高
階
為
家
の
代
作
を
し
た
女
性
で
あ
る
が
、
萩
谷
朴
編
著
『平
安
朝
歌
合
大
成
』
二
O
四
の
同
歌
合
「織
成
内
容
」
に
、
「
為
家
の
代
作
を
し
た
為
家
母
が
誰
で
あ
る
か
は
判
ら
な
い
。
或
は
、
紫
式
部
の
女
で
あ
ろ
う
か
。
」
〈問
頁
〉
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
右
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
為
家
が
高
階
成
章
の
男
子
で
あ
り
、
紫
式
部
の
娘
賢
子
が
、
成
章
の
室
家
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
調
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
ニ
O
四
の
同
歌
合
は
、
先
に
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
の
詠
歌
の
最
下
限
の
年
次
と
し
て
抑
え
た
、
ニ
O
三
の
承
麿
二
年
の
f栄花物語jの女官名称
内
裏
歌
合
の
負
方
で
あ
る
右
方
方
人
た
ち
が
、
「
右
方
の
負
け
を
不
当
と
し
て
」〈
問
責
〉
、
翌
々
日
に
再
度
行
っ
た
歌
合
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
負
方
の
後
番
歌
合
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
o
=
一
歌
合
で
、
右
方
方
人
で
あ
っ
た
者
全
員
が
、
ニ
O
四
後
番
歌
合
に
名
前
が
見
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
反
対
に
、
ニ
O
三
歌
合
に
は
全
く
見
え
な
か
っ
た
初
出
の
歌
人
の
名
前
が
加
わ
っ
て
さ
え
い
る
。
た
と
え
ば
家
通
は
、
二
O
三
歌
合
の
右
方
歌
人
で
あ
っ
た
が
、
二
O
四
後
番
歌
合
に
は
出
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
ニ
O
四
後
番
歌
合
に
は
、
「
為
家
母
」
と
い
う
歌
合
史
上
、
唯
一
の
女
性
名
称
が
見
え
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
家
通
と
同
じ
く
、
ニ
O
三
歌
合
の
右
方
歌
人
で
こ
O
四
後
番
歌
合
に
見
え
な
い
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
他
に
も
仲
突
が
認
め
ら
れ
る
し
、
「
為
家
母
」
と
同
様
に
、
ニ
O
三
歌
合
に
は
見
え
ず
、
二
O
四
後
番
歌
合
に
名
前
が
見
え
る
女
性
が
二
名
い
る
の
で
、
家
通
と
「為
家
母
」
の
み
を
特
筆
す
る
に
は
当
ら
な
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い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
O
三
歌
合
に
は
、
〈
孫
家
通
の
代
詠
者
の
弁
乳
母
〉
が
い
て
、
二
O
四
後
番
歌
合
に
は
、
〈
子
為
家
の
代
、詠
者
の
為
家
母
ハ成
章
室
〉
〉
が
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
興
味
あ
る
現
象
で
は
な
か
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
右
の
〈
代
詠
者
の
弁
乳
母
〉
と
〈
代
詠
者
の
為
家
母
〉
と
は
、
全
く
時
期
と
場
所
と
を
等
し
く
し
て
、
同
じ
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
両
者
は
、
突
は
同
一
女
性
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
し
か
し
、
「
大
弐
三
位
」
と
「
弁
乳
母
」
と
を
、
整
然
と
識
別
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
の
に
、
『後
拾
遺
集
』
に
お
い
て
、
右
の
二
O
三
の
内
裏
歌
合
の
歌
に
、
「
大
弐
三
位
」
で
は
な
く
、
「
弁
乳
母
」
と
記
名
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
う
断
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
理
由
と
な
ろ
う
。
吟
味
『
=
一
代
集
之
問
事
』
の
記
事
片
山
剛
「
『弁
乳
母
集
』
序
説
」
は
、
定
家
の
『
=
一
代
集
之
問
事
』
に、
『後
撰
集
』
に
見
え
る
「
さ
く
さ
め
の
と
し
」
と
い
う
歌
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
、
「弁
乳
母
」
|
|
「
顕
綱
」
|
|
「兼
子
」
と
い
う
伝
授
を
辿
っ
た
秘
説
で
あ
る
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
揚
言
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
定
家
は
、
『三
代
集
之
問
事
』
(
「
群
饗
綴
従
」
巻
二
八
八
〉
に、
『後
撰
集
』
巻
十
八
、
雑
四
、
番
の
歌
の
第
五
句
に
つ
い
て
諸
説
を
掲
示
し
た
の
だ
が
、
父
俊
成
の
説
は
左
の
通
り
で
あ
っ
た
。
一二
五
九
庭
訓
。
古
今
後
撰
商
集
。
己
受
笹
人
説
。
偏
信
仰
之
。
至
子
此
事
不
可
背
彼
命
。
的
用
之
。
但
少
年
之
昔
。
外
祖
母
伊
予
三
位
頁 兼
子
。
堀
川
院
御
乳
母
。
示
含
去
。
親
父
讃
岐
入
道
。
顕
綱
朝
臣
。
受
其
母
弁
乳
母
之
説
。
是
極
都
説
也
。
今
世
無
知
人
。
ハ
加
兼
経
『栄.(E物語』の女官名称
品
目
品
r
・EE
U
噌
ふ
F
F
4
7
Eイ
DHV
長
家
顕
綱
」
一
従
三
位
「
|
女
子
兼
子
根
川
院
御
乳
母
忠、
家
敦
兼凪時
血
ハ
侍
従
三
兼
チ
醐
唱
川
院
御
乳
母
俊
成
母
伊
与
咋
寸
務
教
家
女
定
家
i受
持，
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右
に
、
「
外
祖
母
」
と
指
呼
さ
れ
た
の
が
、
顕
綱
の
女
子
で
、
堀
河
天
皇
の
乳
母
と
し
て
、
典
侍
従
三
位
に
昇
っ
た
「
兼
子
」
で
あ
る
。
f栄花物穏jの女官名称
い
ま
、
『
噂
卑
分
脈
』
に
よ
り
、
教
家
男
教
兼
の
生
母
が
「
兼
子
」
で
あ
る
こ
と
〈一
の
ω兵
〉
並
び
に
、
俊
成
の
兄
忠
成
の
生
母
が
敦
家
の
女
子
で
、
俊
成
が
同
母
で
あ
る
と
見
え
る
こ
と
つ
の
却
瓦
〉
を
組
み
合
わ
せ
て
系
図
を
作
成
す
る
と
、
前
買
の
よ
う
に
な
る
。
兼
経
男
教
家
は
、
姪
に
当
る
、
異
母
兄
弟
の
顕
綱
の
女
子
『
兼
子
」
を
妥
と
し
て
、
敦
北
端
を
儲
け
て
い
る
。
教
家
の
「
女
子
」
の
生
母
の
記
載
は
な
い
が
、
「
兼
子
」
の
所
生
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
担
拠
は
、
前
文
に
俊
成
が
、
「
兼
子
」
を
「
外
祖
母
」
と
指
呼
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『公
卿
補
任
』
永
万
二
年
に
、
「
藤
顕
広
」
が
五
十
三
蔵
で
叙
従
三
位
と
見
え
、
「
母
伊
与
守
教
家
女
」
と
見
え
る
。
「
藤
顕
広
」
の
生
母
が
、
「教
家
女
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
明
月
記
』
正
治
二
年
十
月
二
十
日
の
記
事
に
あ
る
「
入
道
殴
御
母
儀
刑
部
教
兼
朝
臣
妹
也
。
」
と
も
契
合
す
る
。
「
藤
顕
広
」
は
、
〈高
藤
七
代
孫
為
房
二
男
顕
隆
〉
の
男
顕
頼
が
俊
成
を
子
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
-100ー
一
E
改
名
さ
れ
た
名
前
で
あ
る
(「
尊山
ご
一
の
湖
買
〉
と
い
う
。
そ
し
て
ま
た
、
俊
忠
の
子
の
俊
成
に
戻
し
た
わ
け
で
あ
る
。
「
教
家
女
」
は
、
長
家
孫
俊
忠
の
婆
と
な
り
、
俊
成
を
儲
け
た
、
そ
の
俊
成
の
男
子
が
定
家
で
あ
る
。
「
外
祖
母
」
と
は
、
〈
母
方
の
祖
母
〉
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
「
兼
子
」
は
、
〈
俊
成
の
外
祖
母
〉
で
あ
り
、
〈
定
家
の
曽
祖
母
〉
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
『
一
一一
代
集
之
問
事
』
が
偽
書
で
な
い
と
す
れ
ば
、
「
兼
子
」
の
「
親
父
」
は
顕
縞
で
あ
り
、
そ
の
顕
網
の
母
つ
ま
り
、
「
兼
子
」
の
祖
母
は
、
単
に
「
弁
乳
母
」
で
あ
っ
た
。
萩
谷
朴
編
著
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
二
四
九
「
長
治
元
年
五
月
サ
六
日
左
近
衛
権
中
将
俊
忠
歌
合
」
の
「
構
成
内
容
」
に
、
「
顕
縞
一
家
」
に
関
す
る
資
料
が
一
括
し
て
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
『
本
朝
世
紀
』
の
「
女
叙
位
」
の
市
切
に
よ
り
、
堀
河
天
皇
の
克
治
元
年
十
二
月
八
日
「
藤
原
兼
子
」
が
、
「
陽
明
門
院
御
給
」
を
受
け
、
従
四
位
下
に
叙
位
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
〈附
バ
〉。「
腸
明
門
院
」
が
禎
子
内
親
王
の
院
号
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
か
ら
、
右
の
叙
位
は
、
一
見
、
「
兼
子
」
の
祖
母
で
あ
る
「
弁
乳
母
」
が
、
C
で
は
な
く
、
B
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
デ
ー
タ
の
よ
う
に
速
断
さ
れ
易
い
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
い
。
右
は
、
登
極
し
た
天
皇
の
乳
母
に
対
す
る
恒
例
の
叙
位
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
「
陽
明
門
院
御
給
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
堀
河
天
皇
が
、
禎
子
内
親
王
を
母
后
と
す
る
後
三
条
天
皇
の
、
直
系
の
孫
に
他
な
ら
な
い
以
上
、
異
と
す
る
に
足
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『讃
岐
典
侍
日
記
』
の
登
場
人
物
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
は
、
堀
河
天
皇
の
康
和
年
聞
に
典
侍
と
し
て
出
仕
し
た
「
藤
原
長
子
」
が
、
嘉
承
二
年
七
月
十
九
日
の
天
皇
崩
吟
味
三
御
の
前
後
を
詳
細
に
記
述
し
た
臼
記
に
他
な
ら
な
い
が
、
そ
の
中
に
、
吟
味
ニ
の
項
に
挙
げ
た
「
兼
子
」
を
初
め
、
堀
河
天
皇
の
乳
母
四
名
が
す
べ
て
登
場
す
る
。
乳
母
た
ち
は
、
皆
従
三
位
に
昇
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
通
例
、
「
伊
予
三
位
」
を
女
官
名
称
と
す
る
「
兼
子
」
は
、
日
記
中
で
は
、
「
藤
三
位
」
と
指
呼
さ
れ
る
が
、
そ
の
他
に
、
「
弁
三
位
」
「
大
弐
三
位
」
「
大
臣
肢
の
一
一
位
〈
オ
ホ
イ
ド
ノ
ノ
サ
ン
ミ
〉
」
が
、
〈
養
い
君
〉
の
天
皇
の
崩
御
に
働
突
す
る
乳
母
と
し
て
描
写
さ
れ
る
。
「
弁
三
位
」
は
藤
原
光
子
、
「
大
弐
三
位
」
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は
藤
原
家
子
、
「
大
臣
殿
の
三
位
」
は
藤
原
師
子
で
あ
る
。
次
々
頁
の
表
に
、
そ
の
出
自
を
掲
示
し
て
お
く
。
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
、
揮
名
〈お
)
の
由
来
と
な
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
官
名
で
あ
る
。
『栄
花
物
語
』
は
、
堀
河
天
皇
の
寛
治
六
年
ま
で
を
扱
っ
た
〈
皇
室
史
〉
に
他
な
ら
な
い
が
、
白
河
天
皇
第
二
皇
子
善
仁
親
王
日
郷
『栄花物語jの女官名称
河
天
皇
の
生
誕
、
立
坊
、
即
位
の
記
事
の
中
に
、
乳
母
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
全
く
言
及
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
『讃
岐
典
侍
日
記
』
は
、
そ
れ
を
充
分
に
補
完
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
お
の
.
す
か
ら
、
堀
河
朝
に
お
い
て
は
、
ひ
い
て
、
期
河
朝
以
後
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
「
弁
三
位
」
「
大
弐
三
位
」
と
い
う
天
皇
の
乳
母
の
名
称
を
挙
げ
る
時
、
堀
河
朝
の
乳
母
の
存
在
が
前
面
に
大
き
く
、
立
ち
は
だ
か
っ
て
き
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
今
日
の
我
h
に
は
、
『源
氏
物
語
』
の
作
者
紫
式
部
の
娘
と
い
う
思
い
入
れ
が
あ
り
、
〈
弁
の
め
の
と
〉
や
〈
大
弐
の
三
位
〉
と
い
え
ば
、
た
だ
ち
に
、
賢
子
を
想
起
す
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
、
そ
れ
と
は
一
一
線
を
却
し
て
い
て
、
賢
子
の
み
が
、
他
と
紛
れ
る
こ
と
な
く
、
明
確
に
認
識
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
『栄花物語jの女官名称
と
こ
ろ
で
、
『讃
岐
典
侍
日
記
』
の
作
者
「藤
原
長
子
」
は
、
嘉
承
二
年
十
二
月
一
日
の
鳥
羽
天
皇
即
位
式
に
、
饗
帳
の
典
侍
を
務
め
た
の
で
、
そ
の
出
自
が
、
記
録
や
公
卿
の
日
記
に
多
く
残
る
こ
と
に
な
っ
た
。
『大
日
本
史
料
』
第
三
編
所
載
の
『天
酢
礼
配
職
掌
録
』
「
登
壇
即
位
事
」
に
、
「
饗
帳
左
源
仁
子
放
神
伯
康
資
王
女
、
・
宥
典
侍
藤
原
長
子
故
顕
綱
朝
臣
女
」
(
九
の
般
頁
〉
と
見
え
る
。
右
に
従
え
ば
、
「
長
子
」
は
顕
綱
の
女
子
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
堀
河
天
皇
の
乳
母
「
兼
子
」
の
実
の
姉
妹
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ザコ
L、
で
に
い
え
ば
、
「
兼
子
」
も
、
そ
れ
よ
り
二
十
一
年
前
、
応
徳
三
年
十
二
月
十
九
日
の
堀
河
天
皇
即
位
式
に
は
、
饗
帳
の
典
侍
を
務
め
、
同
署
に
、
「
嚢
帳
左
居
子
女
王
式
部
卿
敦
賢
親
王
女
、
右
従
五
位
上
藤
原
兼
子
顕
綱
女
」
〈
一
の
鈎
貰
〉
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
『讃
岐
典
侍
日
記
』
の
研
究
史
で
は
、
「
長
子
」
は
、
姉
「
兼
子
」
の
養
女
と
な
っ
た
、
ひ
い
て
、
俊
成
母
の
「女
子
」
は
「
長
子
」
で
あ
ろ
う
と
い
う
所
説
が
出
さ
れ
て
い
問
。
『公
卿
補
任
』
が
、
「
藤
顕
広
」
に
〈
母
顕
綱
女
〉
と
書
か
ず
、
俊
成
自
身
が
、
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「
兼
子
」
を
〈
伯
母
〉
と
指
呼
し
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
の
所
説
が
出
さ
れ
た
の
は
、
下
巻
に
見
え
る
次
の
情
景
か
ら
導
か
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
上
巻
に
・お
い
て
、
堀
河
天
皇
の
崩
御
に
よ
り
、
退
出
し
た
「
藤
原
長
子
」
は
、
再
度
、
新
帝
鳥
羽
天
皇
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
る
。
鳥
羽
天
皇
は
、
僅
か
五
歳
の
幼
帝
と
し
て
即
位
し
た
の
で
あ
っ
た
。
天
仁
元
年
正
月
二
日
の
夕
方
、
彼
女
が
、
初
め
て
天
皇
の
御
前
に
出
た
時
の
情
景
は
、
左
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
走
り
お
は
し
ま
し
て
、
顔
の
も
と
に
さ
し
よ
り
て
、
「
た
れ
ぞ
、
こ
は
」
と
お
ほ
せ
ら
る
れ
ば
、
人
び
と
「堀
河
院
の
御
乳
母
子
ぞ
か
し
」
と
申
せ
ば
、
ま
こ
と
と
お
.
ほ
し
た
り
。
(
U
A
頁
)
「
ま
こ
と
と
お
ぼ
し
た
り
。
」
と
い
う
表
現
は
、
〈
ま
こ
と
で
は
な
い
〉
と
い
う
事
実
を
指
掌
す
る
。
そ
れ
は
、
乳
母
の
子
で
は
あ
る
が
、
ま
こ
と
の
子
H
実
子
で
は
な
く
、
ま
こ
と
な
ら
ざ
る
子
H
猶
予
で
あ
る
と
い
う
部
分
否
定
で
は
な
く
、
〈
乳
母
子
〉
で
は
な
く
、
f栄~E物E創の次官名称
弁
三
位
大
弐
三
位
大
臣
殿
の
三
位
紀
伊
三
位
性
獲
量
双
子
富康
光
子
E
E
兼
子
厳
節
子 名
常
陸
介
家
房
帥
経
圃
鴨
抽
m
宮
内
卿
師
剛
仲
延
久
四
紀
伊
av在
任
権
左
中
弁
睦
在
方
夫
伊
与
守
教
家
大
納
骨
回
公
笑
従
四
下
家
範
太
政
大
臣
源
曜
休
災
4
J
K
 
加
賀
ι寸
教
兼
織
中
納
言
通
季
鳥
羽
中
宮
臨
場
予
悶
乳
母
実
子
従
三
位
進
隆
大
納
J
H
飯
間
似
通
別
の
向
か
で
あ
る
と
い
う
全
体
否
定
で
あ
ろ
う
。
平
安
朝
の
乳
母
に
つ
い
て
、
全
面
的
な
考
察
を
進
め
る
h
円
初
白
人
「乳
母
に
会
H
W
関
す
る
諸
問
題
」
に
は
、
「聾
子
で
も
乳
母
F
か
」
と
い
う
吋
然
の
疑
問
が
提
示
さ
れ
て
い
る
.
右
の
情
景
は
、
何
分
に
も
、
満
五
歳
の
幼
童
に
対
す
る
説
明
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
父
親
と
死
別
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
母
親
は
生
誕
後
旬
B
に
し
て
死
ん
だ
の
で
、
顔
も
知
ら
な
い
と
い
う
孤
独
な
境
遇
を
余
畿
な
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
何
よ
り
も
、
自
ら
に
も
っ
と
も
親
鹿
な
、
も
っ
と
も
忠
実
な
味
方
で
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あ
る
こ
と
を
、
一
言
に
し
て
納
得
さ
せ
る
言
葉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
〈
乳
母
子
〉
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
れ
は
、
幼
い
者
に
も
理
解
で
き
る
人
間
関
係
を
表
す
言
葉
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
〈
乳
母
チ
〉
で
あ
る
。
鳥
羽
天
皇
に
も
乳
母
は
い
て
、
〈乳
母
チ
〉
も
い
た
に
相
遣
な
い
.〈
乳
母
子〉
の
何
た
る
か
は
弁
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
.
そ
の
点
で
は
、
〈
兄
妹
〉
も
同
様
に
理
解
可
能
な
人
間
関
係
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
生
活
習
慣
に
お
い
て
は
、
な
ま
じ
〈
兄
妹
〉
は
、
同
産
で
な
け
れ
ば
他
人
に
等
し
く
、
む
し
ろ
、
政
迫
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
I栄花物語jの女官名称
〈
乳
母
子
〉
と
は
、
「
付
乳
子
」
(『
小
右
記
」
長
元
四
年
三
月
十
七
日
)
で
あ
り
、
母
乳
を
共
有
す
る
子
に
他
な
ら
ず
、
〈
乳
母
子
〉
と
指
呼
さ
れ
る
の
は
、
当
然
に
、
乳
母
の
実
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
崎
乳
期
間
は
、
東
宮
敦
成
親
王
六
哉
の
長
和
二
年
に
、
「
東
宮
又
御
乳
き
こ
し
め
す
程
な
れ
ば
、
」
〈第
十
一
「
つ
.
ほ
み
花
」
巻
〉
と
見
え
る
の
で
、
六
年
に
も
及
ぶ
と
す
れ
ば
、
〈
養
い
君
〉
と
〈
乳
母
子
〉
の
年
齢
差
は
六
旗
開
く
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
〈
乳
僚
子
〉
が
異
性
で
あ
る
場
合
に
は
、
親
愛
感
か
ら
、
恋
愛
に
発
展
す
る
ケ
l
ス
も
多
4
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
〈
乳
母
子
〉
は
〈
兄
妹
〉
で
は
な
い
ゆ
え
に
、
倫
理
的
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
(“v 
幼
い
者
に
、
〈
父
の
愛
人
〉
と
は
い
い
得
な
い
。
い
っ
て
も
、
人
間
関
係
と
し
て
把
握
で
き
る
と
は
思
え
な
い
。
〈
父
〉
の
も
っ
と
も
親
近
な
と
こ
ろ
に
い
て
、
〈
父
〉
と
も
っ
と
も
深
レ
愛
情
で
結
ぼ
れ
て
い
た
者
、
し
た
が
っ
て
、
〈
父
の
子
〉
で
あ
る
自
分
に
と
っ
-104一
て
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
〈
母
し
ろ
〉
た
り
得
る
者
、
そ
れ
を
納
得
さ
せ
る
言
葉
と
し
て
、
〈
父
の
乳
母
子
〉
は
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
こ
の
世
で
、
も
っ
と
も
親
近
な
存
住
で
あ
り
、
も
っ
と
も
甘
奨
な
情
愛
を
醗
成
し
得
る
仲
間
の
最
た
る
も
の
、
そ
れ
が
〈
乳
母
子
〉
に
他
な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
符
在
の
象
徴
と
し
て
、
〈
父
の
乳
母
子
〉
と
指
呼
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
現
実
の
人
間
関
係
を
指
掌
す
る
調
で
は
な
か
っ
た
。
(
一ニ
「
中
将
」
以
下
次
号
)
、迂
〈
l
〉
《
2
〉
〈
3
)
(
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『
御
堂
関
白
記
』
ハ主
人
臼
本
古
記
録
む
平
成
3
・
3
〈
第
印
刷
〉
岩
波
柵
開
館
刊
。
テ
P
ス
ト
「
栄
花
物
語
」
〈『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
均
・
市
〉
昭和制
ω
-u、品
w
-m、
岩
波
岩
野
始
七
回
『俊
遣
が
め
・
中
帥
初
耳
V
」
ハ
『
肉
お
と
同
文
学
』
昭
和
初
-u
v
後
村
博
司
箸
『
栄
町
九
物
語
会
注
釈
』
ハ昭
和
“
・
8
1
%
・
2
〈第
三
版
〉
角
川
議
広
刊
〉
第
三
巻
捌
頁
「語
釈
」
「
放
関
白
殿
の
御
手
と
い
は
広
刊
・
『栄花物語1の女官名称
(5
〉
〈
6
〉
る
る
」
の
項
、
並
び
に
、
テ
F
ス
ト
「補
注
」
五
一
O
、
五
二
三
。
『小
右
記
』〈「
大
日
本
古
記
録
』
〉
平
成
4
・
3
〈
第
三
刷
〉
岩
波
書
広
刊
。
『酋
骨
曲
ヰ
分
脈
』
(『
新
訂
増
補
国
出
入
大
系
」
mlω)
昭
和
m
m
i
U
〈
完
成
記
念
版
〉
吉
川
弘
文
館
刊
。
以
下
、
本
稿
に
お
け
る
「
図
史
大
系
」
所
収
本
は
す
べ
て
問
販
に
よ
る
。
拙
稿
「
『
栄
花
物
語
』
の
女
官
名
称
|
乳
母
「近
江
の
内
侍
」
l
」〈
関
根
底
子
博
士
須
賀
会
編
吋
平
安
文
学
論
集
』
〉
平
成
4
・
刊
、
風
間
書
房
刊。「
新
訂
女
官
通
解
』〈『
講
談
社
学
術
文
庫
』
六
七
O
〉
昭
和
的
・
2
、
議
談
社
刊
。
『
臼
本
紀
略
』
ハ
「
闘
史
大
系
」
U
〉
『
大
鏡
』
(
吋
臼
本
古
典
文
学
大
系
』
幻
)
昭
和
お
・
9
、
岩
波
轡
庖
刊
。
士
口
海
直
人
「
平
安
紛
の
乳
母
途
」
〈
『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
一
五
、
平
成
元
・
3
〉
糸
井
通
治
・
渡
辺
雌
剛
造
共
編
著
『
後
捻
滋
和
歌
集
総
索
引
』
昭
和
日
・
口
、
清
文
堂
出
版
刊
。
河
北
騰
箸
『
隆
史
物
語
の
世
界
』
平
成
4
・
9
、
風
間
書
房
刊
。
『
友
経
記
』
(
『
史
料
通
覧
』
)
大
正
4
・
7
、
日
本
史
籍
保
存
会
刊
。
益
田
勝
実
「
源
氏
物
語
の
担
ひ
手
」
〈
『
日
本
文
学
史
研
究
』
口
、
昭
和
お
・
4
〉『
源
氏
物
語
』
l
Q
日
本
文
学
研
究
資
料
毅
警
』
昭
和
H
H
-
u、
有
帥
桐
堂
刊
)
に
再
録
。
右
論
文
は
、
受
領
階
級
の
女
性
を
「
宮
仕
へ
女
房
」
と
「
家
の
女
性
」
に
分
け
て
考
え
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
「
家
の
女
性
」
を
、
『家
の
女
」
と
し
て
精
級
に
捉
え
な
お
し
た
の
が
、
描
潤
偲
茂
男
「家
の
女
l
鯖
鈴
日
記
Q
国
文
学
』
昭
和
ω・
ロ
〉「
道
綱
母
の
体
験
と
幽
閉
鈴
日
記
の
表
現
」
〈
「
一
mm
の
誘
座
制
期
蛤
日
記
』
昭
和
日
・
4
、
有
齢
制
凶
暴
刊
〉
で
あ
る
。
『新
修
作
者
部
頬
』
(『
校
註
闘
歌
大
系
』
お
、
昭
和
5
・
u、
国
民
図
書
刊
〉
宮
崎
康
光
編
『
国
司
補
任
』
平
成
元
・
6
1
統
蝉
骨
髄
省
類
従
完
成
会
利
。
『公
卿
補
任
』
〈
「
閤
史
大
系
」
臼
〉
萩
谷
朴
編
著
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
昭
和
U
A
・
8
〈
復
刊
〉
問
朋
品
目
刊
。
「縫
記
』
ハ
『
史
料
纂
集
』〉
昭
和
臼
-u、
統
制
叶
魯
類
従
完
成
会
刊
。
『酷
吋
明
祭
』〈『
桂
宮
本
叢
書
』一一
V
昭
和
初
・
3
、
興
需
儲
郎
社
刊
。
私
見
「『栄
花
物
語
』
の
女
官
名
称
l
「橘
典
侍
」
と
「源
典
侍
」
|」
私
見
「『
栄
花
物
語
』
の
女
官
名
称
|
教
良
親
王
の
乳
母
の
問
題
|
」
『栄
花
物
語
」
第
三
十
一
「
殿
上
の
花
見
」
巻
に
「雅
通
の
丹
波
中
将
の
女
の
権
中
納
骨口
の
君
」
と
あ
る
の
は
誤
り
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
-105ー
(7
〉
(
8
)
 
〈
9
〉
(
川
山
〉
(日
〉
(辺
〉
ハロ
)
ハ
M
〉
〔
K
M
)
〈
は
山
〉
〈
げ
)
〈叫凶
〉
〈
川
口
〉
〈
刊
ω〉
〈れ
〉
〈幻
〉
〈
ね
〉
〈
M
V
『栄花物路jの女官名称
〈
呪
ω
)
〈
Mω
〉
(幻
〉
ハ
明
ωv
雅
通
は
左
中
将
に
留
ま
り
‘
権
中
納
骨聞
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
『
後
姶
遺
集
』
巻
三
、
夏
山
間
番
の
「
備
前
血
ハ
侍
」
は
、
雅
通
女
の
一
人
で
あ
る
。
『
弁
乳
母
集
』
〈『
新
編
国
歌
大
観
」
一
一)
昭
和
ω
・
5
、
角
川
窃
広
刊
。
『
千
冊
以
集
』
〈
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
川
叫
〉
一
九
九
一
一.
・
4
、
岩
波
容
底
刊
・
鰍
制
法
7
論
文
怠
照
・
仙
川
稿
『
『
紫
式
部
自
記
』
の
女
官
名
称
l
『
蔵
人
の
弁
の
め
の
と
」
の
意
味
1
」
〈『
文
芸
研
究
』
二
一
二
、
平
成
4
・
9
)
な
お
、
『
後
姶
選
集
』
巻
十
七
、
鎌
一-
、
m
m
i
m
m
穫
に
「
泌
尿
旅
mm」
「
大
弐
一四
位
」
「
紫
憲
法
飾
』
の
幽
問
答
歌
が
あ
る
が
、
お
は
、
液
房
副
刀
『
帥
貯
範
法
師
」
が
伊
豆
闘
に
流
罪
と
な
っ
た
事
件
を
巡
っ
て
の
詠
歎
で
あ
る
。
「
大
弐
三
位
」
の
『
関
よ
そ
人
の
紬
も
ぬ
れ
け
り
」
は、
「大
弐
三
位
置
民
子
」
が
、
策
問
mひ
い
て
、
熊
隆
と
は
「
よ
そ
人
」
の
伶
で
あ
り
、
〈
兼
隆
の
つ
ま
〉
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
、
現
在
は
「
よ
そ
人
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
ず
‘
断
言
し
得
な
い
。
萩
谷
朴
著
『
紫
式
部
日
記
念
注
釈
』
昭
和
川
刊
・
口
、
ω・
3
、
角
川
書
広
刊
。
『
中
右
記
』
(
『
婚
世
間
史
料
大
成
』
V
昭
和
臼
・
2
〈
第
五
刷
〉
箆
川
容
広
刊
。
『
玉
紫
紺
指
』
(
『
幅
制
緩
箆
歎
大
観
』
一
〉
昭
和
ω・
2
、
角
川
轡
庖
刊
・
『
安
法
法
飾
組
問
』
(『
新
断
層
悶
歌
大
儀
』
一
一
)
今
弁
制
榔
衡
箸
『
崎
前
式
相
凶
』
ハ
『
人
物
叢
窃
』
二
一
二
、
昭
和
“
・
3
、
吉
川
弘
文
飽
刊
〉
に
、
「
こ
の
こ
ろ
た
ぶ
ん
長
保
元
年
中
に
式
部
は
女
子
な
生
み
、
資
子
ハ
カ
タ
イ
コ
〉
と
名
が
付
け
ら
れ
た
・
」
〈
Mm
点
〉
と
え
え
る
・
『
統
古
今
集
』
〈『
新
編
鼠
敏
大
観
』
一
v
片
山
剛
『
『
弁
乳
母
集
』
序
お
」
ハ
神
戸
大
「
国
文
論
鰻
』
一
二
、
昭
和
ω・
3
)
『
三
代
集
之
問
事
』
〈『
新
技
蝉
骨
密
鎖
従
』
一
一ニ)
昭
和
4
・
u、
内
外
書
籍
刊
・
今
小
帥
時
党
瑞
・
三
谷
幸
子
共
著
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
昭
和
口
A
・
6
、
笠
間
書
院
刊
。
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
に
見
え
る
呼
称
以
外
の
、
乳
母
の
名
称
の
典
鍵
を
左
に
挙
げ
て
お
く
。
イ
「
伊
予
三
位
」
:
:
:
『
中
右
記
』
(注
初
書
〉
務
承
二
年
七
月
二
十
四
日
条
『
紫
服
被
相
分
人
々
」
(
一
-
一
の
初
頁
〉
ロ
「
讃
岐
三
位
」
:
:
:
『
中
右
記
』
長
承
二
年
七
月
十
四
日
条
『
昨
日
讃
岐
=
一
位
藤
嘘
親
子
孫
」
(
七
の
M
頁
〉
ハ
「
弁
三
位
」
:
:
:
「
H
X
秩
記
』
〈
『
相
補
史
料
大
成
』
平
成
元
・
5
〈
第
五
劇
V
臨
川
市
惜
広
刊
〉
元
永
二
年
七
月
廿
日
条
に
、
「次
世
材
担
雨
宮
御
率
、
御
乳
母
弁
宕
三
位
候
御
事
一広
々
、
」
〈
一
の
悶
頁
〉
と
あ
る
・
ま
た
、
そ
の
限
前
に
‘
「
a予
知
祖
母
ニ
俊
一
人
事
犯
被
候
云
々
、
」
と
見
え
る
の
も
同
人
・
『
弁
」一
位
」
所
生
の
娘
酪
帽
子
は
鋭
徳
矢
内
以
母
后
で
あ
る
・
も
う
一
人
の
娘
尖
下
は
鳥
羽
天
良
乳
母
。
「弁
三
位
」
は
、
初
め
、
場
河
}火
山
の
乳
母
で
、
次
い
で
‘
鳥
羽
夫
Q
の
乳
母
と
な
っ
た
の
で
、
〈
イ
と
同
じ
記
事
〉
H
姻
河
天
主
の
御
大
苗
併
に
索
般
を
賜
っ
た
「御
乳
母
」
の
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(mm〉
(初
〉
(
幻
〉
〈
犯
)
《
M
M
V
〈
U
C
ハお
)
(
叩
州
〉
〈
M
M〉
〈刊
凋
〉
I栄花物語jの女官名称
(ぬ
〉
(
州
問
〉
員
数
に
は
数
え
ら
れ
な
い
。
の
ち
に
は
、
従
二
位
ま
で
口
計
る
。
ェ
「
大
弐
三
位
」
:
:
:
「
大
弐
」
は、
「帥
」
の
下
司
。
「
帥
三
位
」
と
し
て
〈
イ
と
肉
じ
記
事
〉
に
見
え
る
。
家
柄
か
ら
見
て
、
父
家
四
mが
常
陵
介
に
留
ま
っ
た
の
は
早
世
し
た
か
ら
か
。
伯
叔
父
経
舗
の
滋
子
と
し
て
「帥
」
を
忽
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ホ
「紀
伊
三
位
」
:
:
:
『
図
司
繍
任
』
紀
伊
国
の
項
に
、
「延
久
悶
年
藤
飾
仲
」
と
見
え
る
の
で
、
〈
紀
伊
V
の
冠
称
は
、
そ
の
頃
に
、
彼
女
が
後
宮
女
官
と
し
て
初
出
仕
し
た
こ
と
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。
『
大
日
本
史
料
』
昭
和
幻
・
4
1
〈
期
復
刻
版
V
東
京
大
学
出
版
会
刊
。
玉
井
幸
助
「
「
輔
副
岐
典
侍
日
記
」
の
作
者
に
つ
い
て
」
ハ
『
史
学
雑
誌
』
昭
和
4
・
9
〉
は
、
ま
ず
、
「
四
、
作
者
は
堀
河
天
皇
の
乳
母
で
も
乳
母
子
で
も
な
い
。
」
と
明
言一
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
七
:
:
:
突
は
乳
母
子
で
な
い
の
で
ゐ
る
か
ら
、
特
に
「
ま
こ
と
と
お
.
ほ
し
た
り
」
と
曾
添
へ
た
わ
け
で
あ
る
。
但
し
人
人
が
場
河
院
の
御
乳
母
子
ぞ
か
し
と
申
し
上
げ
た
の
は
‘
事
情
が
そ
れ
に
近
い
状
況
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
予
は
此
の
官
曹
を
次
の
如
く
解
し
た
い
。
」
と
展
開
し
て
、
長
子
が
兼
子
の
養
女
と
な
っ
た
と
推
測
す
る
。
さ
ら
に
、
玉
弁
幸
助
著
『
讃
岐
典
侍
日
記
』
〈
『
日
本
古
典
会
審
』
昭
和
初
・
ロ
、
制
朝
日
新
聞
社
刊
)「
解
説
」
に
、
「
そ
れ
は
作
者
が
銅
剣
河
天
皇
の
御
乳
母
子
と
も
見
ら
れ
る
ほ
ど
の
年
齢
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
」
「
こ
こ
ま
で
推
測
し
て
来
る
と
、
讃
岐
曲
穴
侍
日
記
の
作
者
は
藤
原
俊
成
の
母
で
は
な
い
か
と
臆
測
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
(幻
頁
)
と
結
論
す
る
。
玉
井
幸
助
箸
『
日
記
文
学
の
研
究
』
〈昭
和
ω
-m、同咽唖
官
房
刊
〉
「
讃
岐
典
侍
日
記
」
に
は
、
「
突
は
妹
の
長
子
が
獲
女
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
私
の
路
測
で
あ
る
。
」
ハ
m頁
〉
と
見
え
る
。
森
田
兼
士臼
「
讃
岐
典
侍
日
記
の
成
立
」
(『
国
語
・関
文
』
昭
和
お
・
l
〉
は
、
「
し
か
し
、
長
子
が
兼
子
の
養
女
と
な
っ
た
証
拠
は
な
い
。
常
識
的
に
見
て
、
外
彼
母
と
い
う
こ
と
.
は
が
母
の
養
母
を
指
し
、
教
兼
妹
が
教
兼
の
義
理
の
妹
を
意
味
す
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
少
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
、
長
子
を
〈
俊
成
母
〉
に
擬
す
る
こ
と
の
不
可
の
資
料
を
挙
げ
て
い
る
が
、
議
し
、
正
論
で
あ
ろ
う
。
古田
海
直
人
「
乳
母
に
関
す
る
諸
問
題
」
〈『
文
学
・
語
学
』
一
一
九
、
平
成
元
・
l
)
「
相
補
史
料
大
成
』〈
平
成
元
・
8
〈
第
五
刷
〉
鶴
川
書
庖
刊
〉
所
収
『小
右
記
』
初
真
に
よ
る
。
注
5
番
で
は
、「
口
口
乳
子
」
(
湖
頁
)
と
な
っ
て
い
る
。
今
井
源
衛
「讃
岐
典
侍
日
記
』
〈『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
お
・
2
〉
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(
必
〉
(
必
)
(
川
明
〉
